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今後の方向

おわ りに

は じ め に

1951年 から1960年 までの戦後の一時期,私 はアルバ イ ト学生あるいは駆 け

出しの社会人 として,政 府の外郭団体 で断続的に技術 ・経済情報 の和英翻訳

に従事 した。対象 とした分野 は,ア ル ミニ ウム精錬,硫 酸 アンモニア ・苛性

ソーダ製造,製 塩,船 用内燃機関,農 業機械,農 業開発支援などと,実 に多

岐に亙っていた。
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日本の敗戦の昭和20(1945)年 か らまだ 日が浅 く,本 格的な出版物 も少な

く,基 本的資料 としては研究社の『新英和大辞典』(初 版1927年,第2版1936

年,戦 後改訂 は第3版1953年),『 新和英大辞典』(初 版1931年,増 補版1949

年,全 面改訂版 は第3版1954年)に 収録された専門用語以外では,頼 れるも

のは市川三喜,畔 柳都太郎,飯 島廣三郎,共著 『大英和辞典』冨山房,1931年

な ど,二,三 の他社の戦前版英和 ・和英大辞典,中 辞典類に限 られていた。

従 って,当 時翻訳 をするに当たっては,夫 々の業界の用語辞典などの出版

物に頼 るか,今 日の同時通訳 の人々が行 うような,そ の時々 に応 じた用語集

作 りを行 った上で,翻 訳作業に取 り掛 るといった手間 をかけていた。その中

で昭和24(1949)年6月 に刊行された東洋経済新報社の英文経済雑誌オ リエ

ンタル ・エコノ ミス トの手に成る 『経済用語和英辞典』 はポケッ ト版 に近い

小辞典であったが,技 術用語を含めた頼れ る一冊であった。

一方
,英 作文辞典 としては,一 般の英和,和 英辞典 とは異な り,言 葉の連

語関係(collocation)重 視の観点か ら作 られた研究社 『新英和活用大辞典』

(勝俣鐙吉郎編,初 版1939年,戦 後改訂版一第2版1958年)が ある。私 はある

都市銀行の外国部 で5年 余(1956～1962年 〉来 る日も来 る日も英語の手紙 を

書 き,時 にはスペイン語の手紙の英訳 をしていたが,毎 日お世話 になったの

が,こ の勝俣の 『英和活用』であった。

その後,営 業店 に転出 して外国為替の実務に従事 し,後 に融資関係 に転 じ,

更 に支店管理職に回ってか らは,英 語の 「書 き手」 になる機会 は漸減 してい

ったが,一一方海外で仕事をす ることが多 くなった。かたわ ら,1985年 か ら出

版関係に手 を染め,辞 書作 りの仕事に も関与するに至 った。 この機会 に,ユ

ーザー
,制 作者双方の立場に立って,戦 後 日本の実用英語辞典出版の軌跡 を

辿 って見 ようと思い立った次第である。
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1勝 俣錐吉郎編 「新英和活用大辞典」とその信奉者達
一 一一勝 俣 鐙 吉 郎 編

,研 究 社 「新 英 和 活 用 大 辞 典 』 全1525ぺ0ジy研 究 社
,第2

版1956年 。(英 文 名=Kenkyusha'sNewDictionaryofEng'ishCollocations)

(1)勝 俣 の 『新 英 和 活 用 大 辞 典 』

同 書 は・ そのカバ ・一で"AWordFinder"と 銘 打 って い るが
,編 者 が戦 後

の昭 和33(1958)年,「 新版 の刊 行 に際 して」 と題 して述 べた 「まえが き」の

一部 を
,以 下 に引用 す る。

辞書 は語 の意義 をあきらかにするのがその本領である。わが国における英語を

例 にとれば,そ のために変則 的 には和訳 ・和釈 による英和辞書があ り
,正 則 的 に

は原釈,す なわ ち英釈 に よる英英辞書 がある。

ところが,わ た しの 『英和活用大辞典』は,こ れ らの英辞 書 とその類 を異 に し

て,語 義 を示 すので はな くて,語 が他 の語 と慣 習的 に結合 して一つの表現単位 を

なすその姿を広 く採集 し,こ れ を文 法的 に排列 した もので
,そ の狙 いは英語活動

態(Englishinaction)を 展示 しようとす るにあ る。

こうい う観点から編集 された辞書 は,も ち ろん,英 語 にはな く,お そ らく他 の

国語 に もな い と思 う。わた しの辞書が新機軸 を出したものであろう
。語の意味だ

けでな く語の結成型 を対象にした辞書は,わ が国の英語知識が字 で生 れ
,語 で立

って いるだけで,連 語(collocation)に よって歩 くとい う域 に達 していない現状

から見て大いに意義ある存在 と言 えよう。

『英和活用大辞典』は,い まか ら二十年前(詳 し くは昭和十 四年四月)に 出版 さ

れた もので,そ の内容 はわた しが三十 年 ばか りの間に集めた十二万のコロケーシ

ョンを収録 した ものであるが,今 回刊行 の 『新英和活用大辞典』には,そ の後 に

採集 した資材 を加 えてあ り,コ ロケー シ ョンの数 は二十万 に近 いものになってい

るであろう。すなわち,前 後半世紀 にわた るノー トブ ック ・ハ ビッ トの結晶で
,

その ため にわ た しの 目を通 した文献は これ を普通のペ ージに直す と何万ペ ージ

という彪大な ものになるのである。で,そ の文献 は主 として,い わ ゆ るpopular

Englishに 属 す る もので あって,文 学 に属 す る とい うよ り
tむ しろジャー ナ リズム
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に属するものである。 というのは,わ た しの 目標 は美辞 麗句 を集 め るのでな く,

また特殊 の難句 を集 め るこ とで もな く,達 意 を主 とした英文 の姿 を集成 しようと

いう考えであったか らである。

この勝俣 の英和 活用辞 典 の戦前版 は次 の通 り,『 英 和 活 用 大辞 典 』の名 前 を

冠 して い る。

一 一1勝俣 鐙 吉 郎 編 「英 和 活 用 大 辞 典 』全1938ペ ー ジ,研 究 社,1941年 。(英

文 名:、 κθη妙%s肱 苫DictionaryqプEnglishCollocations)

神 奈 川 大 学 図書 館(横 浜 キ ャ ンパ ス)所 蔵 の本 書 を見 る と,「 序 」の 日付 け

が 昭和14年3月,昭 和16年4月18日 印 刷,昭 和16年4月20日 発 行 と,「 序 」よ

り2年 後 の 印 刷 ・発 行 で あ り,時 間 のず れ が あ る(こ の 間 の事 情 は不 明)。 な

お,同 書 自身 は昭和25年3月5日 第3版 発 行 の戦 後 版 の もの で あ る。

以 下 に 「序」の一部 を再録 してお く。

(前略)

活動 して いる英語 の姿 を捉へ来 って一つの辞典 を編纂する場合,第 一 に起 る問

題 は排列 の問題で あ る。本書の排列は,英 語 中の主要語 で ある名詞 に最 も重きを

措 き,こ れに動詞 ・形容詞 及び前置詞 を配 し,ま た動詞 には副詞又 は副詞性 の連

語 及び前置詞を,そ して形容詞 には副詞 ・前置詞 を配するようになっている。

この排列法は明治四十二年刊行の神田 ・南 日の 「英和双解熟語大辞典」の基礎

工作 を私がやった時始めて採用 した もので,今 回亦復本書 に採 用 した訳 で,こ れ

が二回 目で ある。一般 の英語字書は総てこの排列法に依 っていない。

名詞を主にして,こ れに他動詞 を配 す る形 を最 も重要視 した訳は こうである。

Sentenceは 通則 として動詞 を要す る。従 って動詞は表現単位 として重要な位置

を占め,sentenceの 魂 とさえ言 われて い る。英 語の動詞の大多数 は他動詞であ

り,ま た総 て語 の連結 を支配 す る親和力の色彩がtransitiveverb+objectな る連

語 に於 て濃厚 に現 われてい るので,そ の連語 は極 めて重要 な表現単位 を成すので

ある。 この方面の著作は,海 外 に於 て は,絶 無で あったが,昨 年始 めてロ ン ドン

か らBadgerとRodaleの 共著TheVerb-Finderが 刊行 された。私 は大正九 年 に

その類本 「英和活用五千句」 という小著 を公 にした。
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そこで蒐集 した材料はどんなものであるか というと
,こ れ は主 として私が過 去

三十余年 に亘 り,英 語表現 に必 要な構材 を専 ら時文か ら収録 した もので
,こ れ も

亦私が常 に実行 してい るn・to-b・・khabitの 一産物 で ある
.本 書 に採 用 した構 材

は凡 そ十二万 に上っている。

要するに,本 書 は造 った字書 でな く,出 来た字 書 である。そ して,動 か ない英

語 に活 を入れ漢 語 の知識の運用を確実ならしめることがその編纂の眼 目とな
っ

ている。(以 下略)

「序」か らは編者の著述の目的がよく解 るし,発 行 日付をこの儘読めば,ま

さに日本の第二次世界大戦参戦(大 東亜戦争開戦)一一一昭和16年12月8日 一

の前夜 であった ことが分 るのである。

② 新編 『英和活用大 辞典」

この勝俣 の 『英和 活用』の後身 として
,1995年7月 新 発 売 され た のが,次

の 辞典 で あ る。

一 編 集 代 表 市 川 繁治郎 『新編英和活用大辞典」全2782
ペ ー ジ,研 究 社,

1995年 。(英 文 名:TheKenkyushaI)ictionaryofEη8!納Coll
oca-

Lions)

前 著 第2版 か ら数 えて も実 に37年 振 りの新 版 で あ る。 如 何 に勝 俣 の 『英和

活 用』が英作文辞典 として長 い寿命 を誇 ったかの証左 で もあろ う
。私 もその

恩恵 に与 った一人 で ある。 しか し,戦 前 か らの用 例 が い か に も古 い とい うの

が世評 となって,出 版 社 も改 訂 に踏 み切 った の で あ ろう
。

一般 に原著 の見直 し(特 に他 者 に よ る)は 「新 し く作
る よ り大 変 だ」 と言

わ れ るので,新 版 が原 著 に必 ず し も こだわ らず に編集 を進 めた とい うのは
,

賢 明 な策 で あ った と言 え よ う。 新版 の帯紙 で は次の よ うに謳 ってい る
。

英語を書 くための38万 例

『新英和活用大辞典』をさらに発展進化させた新刊。
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英語を書 くための用例 を現行版の20万 か ら38万 に増 強。

実質 的 に記述 の80%が 新記述 。

日頃英文 を書 くユ ーザー必携 の辞典。

次 に,新 版 の 「ま えが き」 か ら,二,三 参 考 に な りそ うな事 項 を引 用 して

お く。

この辞典 は勝俣鐙吉郎氏の 『新英和活用大辞典』(以 後 『活 用』)を 改訂 す る仕

事か ら生 まれた ものです。勝俣氏 は今さら紹介するまでもな く,卓 越 した英語 力

をもった 日本 の英学史上の巨星のひ とりです。そして,明 治30年 代 にジ ャパ ン・

タイムズの記者 として英語を書かれxそ の後 東京府立 第四中学校,早 稲 田大学商

学部 な どで教鞭 を とられた体験から,日 本人 が英語 を書 くた めには和英辞典だけ

では十分でない と痛感 され,1939年 に完成 をみる 『活 用』を編纂 されるようにな

りました。 この 『新編英和活用大辞典』もまた,英 語 を書 く際 に利 用 していただ

くことを第一の目的として編集 に努めてまい りました。

書名 に使われている 「活用」は勝俣氏の造語 と見受けられ ますが,初 版(1939

年)の 序文 にあ る 「動か ない英語 に活 を入れ,英 語 の知識 の運 用 を確実 な らしめ

る こと」がその意味す るところです。そして英語 を 「活用」させるために勝俣氏

は,文 を構成 す る単位 で ある 「連語」(collocation)に 着 目され ました。 また 『活

用』増補版(1958年)の 「まえが き」で は,こ の辞 典 の性格 を 「語 が他 の語 と慣

習的に結合 して一つの表現単位 をなす姿 を広 く採集 し,こ れ を文法的 に排列 した

もの」 とされています。(中 略)

『活用』増補版 の 「まえが き」をふたたび引用すれば,勝 俣 氏の 「前後半世紀 に

わた るノー トブック ・ハ ビッ トの結晶」である 『活用』か らは,ま さに手作 りの

「個人辞典 」の感触が伝わってきます し,氏 の用例採集の労 は語 りつがれ て伝説化

してい ます。ただ編纂の段階では氏自身が 「視力減退のため」校正 に当たられる

ことができなかったな ど,人 的 ・時 間的な制約 か らか な り無理があった と推測さ

れます。た とえば 「偶発的な語 と語の結合」と思われ る用例が相当数収録 されて

いることは否定できません。そこで1985年 に市 川繁治郎先生 を中心 に,企 画 の段

階 か ら英米人執筆者 の実質的な参加 を得て開始された今回の改訂では,旧 版の全

面 的な見直 しを行 ない ま した。その結果,名 実 ともに面 目を一新 しえた と自負 し
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て お ります 。

⑧ 旧版 と新版の比較

どん な立 派 な辞典 とは言 って も,多 少 の誤 謬 を免 れ る もの で は な い。 日本

人 が誤 り易 い語法 として,他 動 詞 の 目的 語 に前 置 詞 を付 け ない こと
,例 え ば

discusson…,studyabout〔on〕 …,stresson… な どが 挙 げ られ て い る
。 勝

俣 の 『英 和 活用』 で は・discussaboutmeritsanddemerits功 過 を論 じ る

(第2版 ・P・353)が あ り,規 範 的立 場 か らは誤 りで あ る と され て い ぎ
。(な

お,こ のdiscussaboutは 戦 前 版 か ら入 って い る よ うで あ る
。)

意 地 悪 をす る訳 で は な いが,〔 動 詞 〕discussが 旧版 か ら新 版 で ど う変 わ っ

た か,帯 紙 の言 う よ う に 「実 質 的 に記述 の80%が 新 記 述 」 にな って い るか の

検 討 例 と して比較 して見 よう。

〔旧 版 〕

discuss,v.論 議 す る 。

MNomaninAmericaisbetterfittedtodiscussitadequately
.米 国 で この 人

以 上 そ の 問 題 を十 分 に 論 じ る に適 し た 人 は な い 。¶exhaustivelydiscuss徹 底

的 に論 じ る 。 ¶discussかee勿andrationallt/自 由 か つ 合 理 的 に 論 じ る
。 ¶

fullydiscussthematter論 議 を尽 す
。 ¶ 跳 α螂 σεogrαp配cα'」 〃 地 理 の 観 点

か ら議 論 を す る。 ¶discussgliblyと う と う と論 じ る
。 ¶ たβεπ勉4ガs伽ss盛 ん

に論 じ る 。 ¶ 翫omω σ配 〃discussthematterそ の 件 を十 分 に論 じ る
。 ¶The

questlonwaswarmlydiscussed.そ の 問 題 は盛 ん に 論 議 さ れ た
。

Pdiscussaboutmeritsanddemerits功 過 を論 じ る
。 ¶discussamatterata

meeting(conference)会 合(な ど)の 席 で あ る件 を 討 議 す る
。 ¶Weentered

atea-room,anddiscussedthequestionoverteaandcakes .わ れ わ れ は 喫 茶

店 に 入 っ て 茶 菓 を喫 し な が ら そ の 問 題 を 論 じ た 。 ¶4ゑsα6sεwithmorepreju.

dicethanreason条 理 を立 て て と言 う よ り は む し ろ 偏 見 に と ら わ れ て 論 じ る
。

¶discussthematterwithhim彼 と そ の こ と を 話 合 う。 【類 】discusspolitics

(literature,business)with・
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〔新 版 〕

discussv.論 議 す る,話 し合 う,論 じ る。

〈副 詞1>Itwasdifficulttodiscusstheissueadequatelyinthetime

available.与 え ら れ た 時 間 内 で そ の 問 題 を 十 分 議 論 す る の は 困 難 だ っ た/dzs-

cuss…animatedly… を 活 発 に 議 論 す る/discuss…argumentatively… を理 屈 っ

ぼ く論 じ る/discussavidly…thelatestfilms最 新 作 の 映 画 に つ い て 熱 心 に論

じ る/lnthelastsceneofthemovieafatherandhissonsbitterlydiscussthe

past.そ の 映 画 の 最 後 の 場 面 で は 父 と息 子 た ち が そ れ ま で の 過 去 の こ と を 激 し

く議 論 し あ っ て い る/Ifwediscussourdifferencescalmly,we'llsooniron

themout.私 た ち の 意 見 の 相 違 を 冷 静 に 話 し合 え ば そ の 相 違 は じ き に 調 整 で き

る/Hecalmlydiscussedwiththemwhattheyshoulddo.何 を す べ き か 彼 ら と

落 ち 着 い て 議 論 した/discuss…criticallyMeagerly,exhaustively,extensive・

ly]… を批 判 的 に[熱 心 に,徹 底 的 にs幅 広 く]論 じ る/Drugabuseisaproblem

thatcannotbeelegantlydiscussed.麻 薬 の 乱 用 は 上 品 に論 じ て は い られ な い

問 題 だ/Idiscussedfranklywithhimourneedforbettercommunication

betweenoffices.オ フ ィ ス 間 で も っ と連 絡 を 取 り あ う こ とが 必 要 だ と彼 と率 直

に 話 し合 っ た/discuss…freelyandrationally… を 自 由 か つ 理 性 的 に論 じ る/

discuss…fruitfully… に つ い て 実 り あ る議i論 を す る/fullydiscussthematter

そ の 件 で 議 論 を尽 くす/discuss…gravely[glibly,intelligently,lucidly]… を

深 刻 に[と う と う と,理 性 的 に,明 快 に]論 じ る/discuss…heatedly… に つ い

て 白 熱 の 議 論 を す る/keenlydiscuss… … を 盛 ん に 論 じ る/discuss…passion-

ately[protractedly]… をi熱烈 に[だ ら だ ら と]論 じ る/Hediscussedpenetrat'

inglyitseffectontheearth'satmosphere.そ れ が 地 球 の 大 気 に 及 ぼ す 影 響 に

つ い て 透 徹 した[う が っ た]議 論 を した/discuss…seriousiy… に つ い て 真 剣 に

議i論 す る/thoroughlydiscussthematterそ の 件 を徹 底 し て 論 じ る/Theques・

tionwaswarmlydiscussed.そ の 問 題 は熱 心 に議 論 さ れ た/discussedwidely広

く論 じ られ た 。

〈+前 置 詞>Thequestionwaswidelydiscussedamongintellectuals.そ の

問 題 は 知 識 人 の 間 で 広 く論 じ ら れ た/Theydiscussedtheproposalbetween

themselvesbeforegivingananswer.そ の 提 案 に 対 し て 答 え を 出 す 前 に お 互 い

に そ れ に つ い て 意 見 を 交 わ した/They跳6π ∫s詔thebusinessdealoverlunch.

昼 食 を と りな が ら商 取 引 の 話 を し た/Theydiscussedwithpassionthelatest
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politicaldevelopments・ 最 近 の政 治情 勢 を熱 を こめ て論 じた/discussthemat -

terwithhim彼 とその こ とを話 し合 う
。 【類 】discusspolitics[literature ,

business]withone'sfriends .

〈+doi皿g>WediscussedgoingtoFranceforourholida
ys.休 暇 で フラ ン

ス へ 行 くこ とに つ い て話 し合 った/〈+wh .>Theydiscussedwhattoeatand

where.ど こで何 を食 べ よ うか と話 し合 っ た/Wediscussedhowth
edifficulty

couldbeovercome.ど うや って この 苦境 を乗 り切 る か に つ い て話 し合
った 。

流 石}こ ・ 新 版 で は 旧 版 のdiscussab・ut… を 削 除 し て い る
.修 飾 語[副 詞]

の 数 は,旧 版 が10に 対 し て 新 版 は29に 増 え て い る
。前 置 詞 は4(aboutを 含 め)

か ら4で 変 わ ら な い 代 り に,新 た に 〈+doing>と 〈+wh .〉 の 慣 用 的 表 現 を

加 え る な ど,改 善 ・工 夫 の 跡 が 見 え る。

(4)『 英和活用」の価値

旧版20万,新 版38万 とい う用例の多さが,活 用辞典の生命であることには

間違いないが,そ れ と同時に勝俣の 『英和活用』が文例仕分けの大 きな枠組

みを示 したことは,用 例の多さに勝 るとも劣 らぬ英作文向上 につながる大 き

な価値 と思われる。

今回の新版では,旧 版の枠組 みを多少変更 して,表 紙カバ ー裏 に 「本辞典

の構造」 として次のように示 してある。

本辞典の構造

■名詞見出し

〈動詞+〉 その名詞 を 目的語 に とる他動 詞(句)を 記述

〈+動 詞〉 その名 詞が主語 になって従える動詞(句)を 記述

〈形容詞 ・名 詞+〉 その名詞 と結 びつ く形容詞 な らびに形容詞相当語句を記述

〈前置詞+〉 その名詞 の前 に くる前置詞(句)を 記述

〈+前 置詞〉 その名 詞の後 に くる前置詞(句)を 記述

■動詞見 出 し

〈副詞1>そ の動詞 を修飾 す る副詞(語 句)を 記述

戦後における実用英語辞典の発展ll1



<副詞2>…down,in,off,on,out,upな どその動詞 と結 びついて句動詞 をなす

一群の副詞 を記述

〈+前 置詞 〉 その動詞 と結 びつ く前置詞を記述

■形容詞見出し

〈副詞〉 その形容詞 を修飾する副詞 を記述

〈+前 置詞 〉 その形容詞 と結 びつ く前置詞を記述

■統語的連結

く+todo><+doing>そ の語が慣 習的 に とる構 文 を記述

〈十that節 〉〈十wh.〉

〈十一self>〈一ト補〉

■ その他

〈雑〉…上 記のいずれの分類 にも入 らないが,そ の語 に とって重要 な表現 な どを

収録

旧版 との変更点は,新 版の 「まえが き」の中で次のように述べられている。

1958年 の増補版 で新設 された名 詞見 出 しのQ2(「 名詞+名 詞」 を扱 う項 目)を

Q(「 形 容詞+名 詞」 を扱 う項 目)と 合体 させ て 〈形容詞 ・名詞+〉 としました。

両者 をはっ き り区別す ることが無理な場合が多 く,む しろ0緒 にす るほ うが よ り

実 際的で あろうという判断によるものです。その一方で,〈+todo>〈+that節 〉

な どの統語的結合 を示す欄 を新設 しました。コロケーションと直接には関係あ り

ませんが,英 語 を書 く際 に は大 い に参考 になろうか と思います。

⑤ 勝俣とその信奉者達
2)

本辞書 の原版(1939年)に つ いて,勝 俣 自身 が 書 いた 文 章 が あ る。 著者の

真意 が示 されてお り,貴 重 な文 献 に な る と思 わ れ るの で,そ の儘 引 用 し よ う。

(原 文 は縦 組 み)

辞 典 の 編 纂 に就 い て

早稲 田大学教授 勝 俣 鐙 吉 郎

最近 自分は辞典 を公 にした。その事を話す前に一言一般の辞典 に就 いて述べ
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る。辞典 は一国の文化の尺度であると云われているが実際辞書を見ればその国の

文化の程度が解 るのである。日本の辞書はまだまだ不完全な ものでこの点英国が

世界で第一位に居 る。彼のN .E.D.は 七十 年の歳 月 を費 して編 纂 され た もので実

に天下の偉観である。

N・ED・ は十万 の本 か ら五百万 の クオーテイションを採集 し
,そ の中か ら二 百万

を選択擁 した ものである・辞引の進化力・ら見れば第四期 嘱 するものである
。

即ち,第 一期 は難語集 の時代,第 二期 は全国語集 の時代,第 三 期 はジ ョン ソンの

辞 書が その一例であるレーション即 ち例証の時代
,第 四期 は リチ ャー ドソンの辞

書に見 られるヒス トリカルの時代である。 この ヒス トリカルの段階 に於てN .E.

D.は 最近 の発展 を示 す向であ る。日本には歴史的な編纂の辞引はまだ出来ていな

いので この点英国 に及ばないという訳である
。辞 書を語 る場合N.ED.を 顧 ない

訳 にゆかないので一 言 これ に及んだ次第である。

東洋は西洋 を知 る為めに英語,西 洋 は東洋 を知 る為 に 日本語一一東西の融和 は

この言語的日英同盟に依って達成 されるのである
。西洋に日本語を普及 させ るの

は今 日の情勢では英語の教師の役目であるから
,自 分 もこの方面 に努力 しよ うと

意気込んでいる・自分は活用辞典の姉妹篇 として日本語辞典を作 ろうとして材料

を集めている。

自分 は新聞記者 としてスター トを切 った ものでいつ も実際を重ん じ大衆 を相

手にするという態度を持続 して来た。今度の辞引 も学者を喜ばす ものではないか

も知れないが,実 用性 の点 に於 て は相 当の 自信 を持っている
。ジャパンタイムス

社の4年 間 は どうにか こうにか英語 で 自己表現が出来 るように自分を仕込 んで

くれた。そのジャパ ンタイムスは日本人が英語で世界 に呼びかけた抑 もの始めで

ある。併 し自分丈英文が書 けるというのではその技術 は自分一代で亡 びてしま

う。人 も英文 を書けるようにしな くては今 日の日本では困る
。そこで夙 に辞書編

纂の準備 にか}り,そ の間蓄積 した材料 を五 年間 に纒 めたのが今回の活用辞典で

ある。自分はノー トブック・ハ ビットによって山なす材料 を蒐集 し得たのである

が,こ れ を如何 に分類 す るか ゴ問題 だったのである
。そこで 「何をどうする」と

云 うc・11・cati・nを中心 に した・英 語 には英語の魂があ りこの語魂が極めて切実

にこのcollocationに 現われ てい るか らであ る。編輯 するにつけては機材 的要素

が必要であるか ら十二万枚の原稿 を作 った。

自分の作 った辞引は所謂onemandictionaryで はな く翻訳 や校正 に三人 の手

を借 り,自 分 は原稿 を一 回,校 正 を二回見たの であ る
。大学 での教授の仕事が随
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分重荷 なのでそれだけで も仲々骨が折れたのであった。「活用辞典」はこの編纂法

式 に1Jて 新機軸 を出 してい るの であ るか ら何れ海外学者の批判 を仰 ぎたい と思

っている。兎 に角国際的に使用される様 な辞引 を作ったということは自分 として

喜ばしき事である。自分の辞書が出版 されたためい く分で も日本人の英作文が伸

びることが出来れば多年の丹誠が無駄でなかった というものである。「活用辞典」

が活用されたのである。

世 に勝俣英語の信奉者(followers)は 多 く,辞 書の世界で もその後継者 を

以て自任する人は少な くない。一例 を挙げると日本経済新聞社刊 「経済英語

例文活用辞典』(全371ペ ージ,1976年)の 編者寺澤浩二氏である。同書の後

射 繍 嬬 和英活謄 動 の 「序文」で1ま撒 との関係を次のように述べ

て い る。

けいカれゴ

今日,英 語 を書 く仕事 を続 け られて いるのは,40数 年前 に勝俣先 生の馨咳 に接

し㈱,コ ロケー シ ョンの重要 さに 目を開かれたお陰である。

(注)著 者は早稲田大学卒業

因みに,『 経済英語和英活用辞典』の姉妹編である筆者編の 『経済英語英和

活用辞典』(後 述)も,勝 俣の英和活用辞典 と同 じ流れを行 くものである。

⑥ 外 国 に お け る 出 版 物

勝 俣 と同 様 に 連 語 関 係(collocation)を 重 視 した 辞 書 に ・ 下 記 の 米 国 の 出

版 物 が あ る。

MortonBenson,EvelynBenson,andRobertIlson,TheBBI

CombinatoryDictionaryofEnglish,AGuidetoWordCombina-

tions,JohnBenjaminsPublishingCompany,Amsterdam/Philadel-

phia,286pages,1986.

本 書 の 裏 表 紙 で,本 書 の 特 徴 と して,TheBBICOMBINATORYDIC-
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TIQNARYQFENGLISHtellsyouwhichwordsgotogetherinEnglish

andwhichwordsdonot.と,TheBBIwillhelpyoumasterthedifficulties

ofcommonbutunpredictableEnglishphrasesandwordcombinations .の

2点 を 謳 っ て い る 。

4)

本書の 日本販売元丸善から出された「解説 と使用手引」(書中折込みパ ンフ)

の中で,寺 澤芳雄氏 は次のように解説 している。

言語 の運 用 にお け る 〈連 語 〉の重 要 性 が認 識 され る と共 に,一 般 の 学 習 英 語 辞

典 で も,H.EPalmerの 遺 鉢 をつ ぐA.S.Hornby編DxfordAdvancedLearner's

I)ictionaryofCurrentEnglzsh(1948,19743)や ・bong・man1)ictionaryof

ContemporaryEnglish(1978)な どで 連 語 の記 述 が 重 視 され,ま た 各種 の学 習 英

和 辞 典 も編 集 の特 色 の 一 つ と して連 語 の扱 い を競 う よ うに な って きた。 これ に対

して,と くに連 語 に視 座 を お い て編 集 した英 語 辞 典 と して は,国 内 で は勝 俣 鐙 吉

郎 編 『新 英 和 活 用 大 辞 典 』(Kenkyusha'sNewDictionaryofEnglishCollocations,

1958)が よ く知 られ て お り,海 外 に はJ.1.Rodale編TheWordFinder(1947)

やAlbrechtReum編ADictionaryqプEnglishStyle(1955)な どが あ って,そ

れ ぞれ す ぐれ た特 色 を もつ反 面,後 で ふ れ る よ う な限 界 が 指 摘 され て い る。

参考 までにdiscussとdiscussionの 例 を下 に挙 げた が,基 本 的 表 現 も十 分

カバ ー して い る とは言 えず,ま た英 語 を外 国語 と して(EFL--Englishasa

ForeignLanguage)あ る い は第 二 国 語 と して(ESL=EnglishasaSecond

Language)学 ぶ 英語 学 習 者 に とっ て必 ず し も親切 な もの にはな ってい ない。

勝俣 の価値 が改 めて脚光 を浴 びるので あ る。

dis¢ussη.1.(D;tr.)to～with(to～smt.withsmb.)2.(Q)we～edhow

wewoulddoit

discussionn.1.toarouse,provoke,stirup(a)^-2.tohave;leada^-3.to

bringsmt.upfor-`一;tocomeupfor-一 一4.ananimated,brisk,heated,lively,

spirited;brief;candid,frank,open;Iengthy;peaceful,quiet;serious～5 .
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agroup;panel;round-table～(toleadapanel～)6、a～about,of7・

under～(theircaseisnowunder～)

5)

なお,本 書 には翻訳版の 『BBI英 和連語活用辞典』も出ている。三人の著
6)

者 はオ ランダ人(石 山輝 夫 氏)の 由 で,BBIは 著 者 名 の頭 文 字 か ら とって い

る よ うであ る。

今 日,英 語辞 書 は言 語 コーパ ス(corpus)蓄 積 の時 代 に入 って お り,そ の

第1号 がCollinsCOBUILDEnglishDictionaryの 初 版(1987年)で あ り,

約10万 の用 例 を擁 して い た。 その用 例 を全面 的 に入れ替 えた改訂新版(コ ウ

ビル ド英 英 辞 典)が 早 く も1995年 世 に出 た 。

COBUILDは,COLLINSBirminghamUniversityInternationalLan-

guageDatabaseの 頭 文 字 で,1987年 に初 版 が 出 版 され る まで に2000万 語 の

コーパ ス を作 成 し,改 訂 新 版 が 出版 され る時 に は2億 語 の デ ー タベ ー ス を持

つ に まで至 ってお り,コ ー パ ス の名称 をTheBankofEnglishと 名 付 けて い

7)

る。 な お,こ の デ ー タ ベ ー ス はInternetな どで ア ク セ ス 可 能 と な っ て い る 。

見 出 し語 は7万5000以 上 とな っ て い る が,こ こ で もdiscussを 例 に と っ て,

内 容 を 調 べ て 見 よ う。

discuss/diskAS/discusses,discussing,discussed

lIfpeoplediscusssomething,theytalkaboutit,ofteninordertoreacha

decision.Iwillbediscussingthesituationwithcolleaguestomorrow..,The

cabinetmettodaytodiscusshvwtorespondtotheultimatum.

21fyoudiscusssomething,youwriteortalkaboutitindetail.Iwilldiscuss

theroleOゾdi召'incancerpreventioninChapter7 ...Comingゆafterthe

news,DanSchorrdiscussesthestateofthepresidentialcampaign.

例文 で語義 まで も説明 して しまお うとい う試 み は面 白いのだが,紙 幅 の制

約 の た めかcollocationの 説 明 と して は不 十 分 な もの に終 ってい るのが,不

思議 で あ る。 や は り,一 石 二 鳥 は無 理 とい う こ とで あ ろ う。
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COBUILDの 簡 約 版 と も言 え るJohnSinclair,etal,Co〃%sToday's

EnglishDictionary,HarperCollins,1995に お い て も,そ の 傾 向 は 変 わ っ て

い な い 。

discussdiscusses,discussing,discussed;discussion}Whenpeoplediscuss

things,theytalkaboutthemseriously.Talkingseriouslyaboutthingsis

calleddiscussion;adiscussionisaseriousconversation.Ifsomethingis

underdiscussion,itisbeingtalkedaboutandnodecisionhasyetbeenmade .

QAdiscussionisalsoaseriouspieceofwritinginwhichthewriter

examinesasubjectindetailandexpressesopinionsaboutit.

2羽 田 三 郎 編 『英 和 貿 易 産 業 辞 典 」 と そ の 流 れ

羽 田三 郎 編 「英 和 貿易 産 業 辞 典 」全1181ペ ー ジ,う ち本 文1041ペ ー ジ,改 訂

新 版,1970年(英 文名:Kenkyusha'sEnglish-JapaneseDictionaryofTrade

andIndustry}

(1)前 身の 「英和商業経済辞典』

中嶋鎮造 ・藤田仁太郎共編,研 究社 『英和商業経済辞典』全1122ペ ー

ジ,本 文 は補遺 を含め946ペ ージ,研 究社,1933年 。

戦前1933(昭 和8)年 の刊であるが,手 許にあるのは古書 として注文 した

ものである。

この戦前版自体が本文946ペ ージ とかな りの分量であ り,当時 としては充実

した著作であったことを窺せ る。原版の 「序」か ら本書が編者中嶋鎮造氏が

刊行途上での病死により藤田仁太郎氏 との共編 となった経緯が明 らかにされ

ている。

(2>藤 田 仁 太郎 編 「英 和 貿易 産 業 辞 典 』研 究社,1955年

羽 田 三郎 編,同 書 改 訂 新 版(1970)で は,そ の 「改 訂 の弁 」 の 中 で,次 の
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よ うに述べ,同 書 の真 の前 身 は 『英 和 商 業 経 済辞典』(1933)で は な くて,後

日 出版 の 「英 和 商 工 辞 典 』(1941)で あ る こ とを明 らか に して い る。

原編者は 「英和商工辞典」(初 版 昭和16年)以 来,戦 中 ・戦後 を通 じでた ゆ まず

研 究 され,「 英和貿易産業辞典 」(昭 和30年)と なってか らも,2年 後 には改訂増

補 され,さ らに改 訂へ の研 鐙(さ ん)を つづ けて お られた が,昭 和35年9月23

日,74才 を以 て逝 去せ られた。その後,新 しい事物 の発 生 は もとよ り,国 語改革

の影響 もあ り,原 版 も傷 んで,絶 版 の状 態で あった。

この経緯は,改 訂新版 に収録 されている 「旧版序文」 と 「昭和32年 度の改

訂版 に際 して」の編者の言葉か らも明 らかである。
8)

『英和貿易産業辞典』が出来 るまでの経過については,編 者 自身の説明があ

るので,以 下 にその主要部分 を再録する。

英 和 貿 易産 業 辞 典 が 出 来 る まで

辞 書 の 編 纂 を 終 え て

藤 田 仁 太 郎

(前略)

三 菱(注.三 菱 商 事)に 這 入 っ てか らの私 の仕 事 は先 づ濠 洲 との輸 出入 の 実務

と英 米 向商 用 文 の 英 訳 とで あ っ た が 後 年独 文 機 械 類 仕 様 書 の英 訳 と英 文 電 報 コ

ー ド(privatecablecode)の 編 纂 とが 加 わ った。 当時 の生 活 として は時折 顧 問

の 英 人 か ら 「こ の 訳 文 に はgrammaticalmistakeは な い が 英 国 人 は こ ん な

expressionは 用 い な い」とか,「 君 の英 語 はschoolEnglishだ,Queen'sEnglish

に は今 一 息 だ 」と云 った よ うな批 評 を頂 戴 した想 出 が残 って い る。 それ で 英 米 語

のgoodusageを 習 得 す るた め英 米 商 社 との往 復 文 書 を繰 返 し閲 読 した り,ABC

CodeやWesternUnionCodeな どか ら慣 用 語 句 の抜 葦 を した り,手 当次 第 英 米

のtradejournalsの 渉 り読 み を した もの で あ る。

それ らの 雑 誌 の 中 で もLondonTimesのWeeklySupplementofTradeand

Industry(後 にTradeandEngineeringと 改 称)は その文 体 の 平 易 暢 達 で 記 事 の

多 種 多 方 面 に亘 っ て い るの とで,私 の愛 読 誌 の0つ で あ っ た。 そ う して い る うち

に私 は我 国 の英 語 教 育 のtextが 大 部 分 数 世 紀 前 に書 か れ た 所 謂 英 文 学 中 の作 品

か ら採 用 せ られ て い る半 面,現 代 の 実用 英語 が 非 常 に軽 視 せ られ て い る こ とに気
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付いた。これは中国の時文をさし措いて漢文の読解 を偏重 したの と同様の弊風で

ある。商工立国を国是 とする我国では斯様な弊風 を打破することは極 めて肝要な

ことであ り,こ のため に若 い学徒 に容 易 に欧米のtradejournalsを 読 破 し得 る よ

うな趣 向 の辞書 の編 纂が極めて必要であると痛感するようになった。これが私が

BusinessEnglish関 係 の辞 書の編 纂 を私のlifeworkに 撰 んだ最大 の理 由で ある。

その後 三菱奉仕十年の生活 に終止符 を打って英国大使館の商務官室に移 った

が そこでは一一 オ"の 蒐集一と疑義 日 に多大 の伸 官 粒得ナ・ので.愈 々

念 願 の辞 書 の 編 輯 に取 掛 か っ た。斯 くて在 職 十 四 年 間 に出 した ものが 英 和 商 業 経

済 辞 典 と英和 商 工辞 典 の 二 冊 で あ る。前者 は編 纂 中途 に病 没 せ られ た故 中嶋 鑛 造

氏 の遺 稿 を その ま ま整 理 増 補 した もの で あ り,後 者 が 私 本 来 の 構 想 に な っ た もの

で あ るが 出版 間 もな く太 平 洋 戦 に な っ た の で,戦 時 中 却 って 米 国 で写 真 出版 せ ら

れ て い た の を戦 後 再 た び増 補 改版 して今 日に至 っ た 。今 回 出 した 英 和 貿 易 産 業 辞

典 は 元 東 京 日々 の 社 会 部 長 で終 戦 後 追放 に な っ て い た 郷 友 堤 為 章 君 の 依 頼 に よ

り,我 が 国貿 易 振 興 の一 助 た る こを主 眼 と して昭 和 二 十 三 年 に始 め られ た もの で

あ る。

い う まで もな く辞 書 の 編 纂 に は長 い 間 に亘 っ て種 々 な 方 面 か ら多 数 のvocab-

ularyを 集 め これ に説 明 を加 え,傍 ら目 に と ま った適 切 な例 文 を配 して稿 を伸 ば

し て行 くの で あ るが,こ の単 純 なprocessの 中 で も多 少 の 難 題 が 伴 な っ て くる。

そ の第 一 は私 自身 工 業 技 術 の素 養 に 欠 け て い る た め,種 々 の機 械 や そ の 部 分 の

structure,working,performanceな どの 説 明 が 不 十 分 な場 合 もあ り,又 不 能 な場

合 もあ った 。これ らの 欠 陥 に つ い て は此 の辞 典 の使 命 が 貿 易 取 引 を便 な ら しめ る

に あ る こ とに鑑 み 読 者 諸 彦 の御 諒 察 をお願 した い と辞 書 の巻 頭 に記 した 通 りで

あ る。

次 ぎの難 問 は英 語 米語 間 に相 当 多 数 の意 義 や用 法 の 相 違 が 存 す る こ とで あ る。

例 えばF.0.B用 法 の 英 米 にお け る相 違 や,F.P.A.A.0.とF.P.A.E.0。 との相 違 な ど

は一 般 に知 られ て い るが,同 じ くF.0.B.やC.1.F.に して も1919年 のIndiaHouse

Rulesや1936年 にWarsow-OxfordRulesを 改 訂 したIncoTermsに よ っ て国 際

的 に は一 般 的 規 定 が 出 来 て い て も,そ の細 則 に至 っ て は各 国 で 多 少 の 相 違 が あ

る。 卑 近 な と こ ろで は英 国 で は会 社 をcompany米 国 で はcorporationと い っ て

い るか と思 え ば米 国 に もFordMotorCompanyが あ り,AnacondaCopper

Companyが あ り,英 国 で 商 店 をshop米 国 でstoreと い うか と思 え ば 倫 敦 に

Harrods,Salfridges,Bakers等 のdepartmentstoresが あ る。英 国 で経 営 経 済 を
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businesseconomics,米 国 でbusinessadministrationと い うの だ と思 って い る

と,米 国商 務 省 にBureauofBusinessEconomicsと 称 す る一 局 が あ り,英 国 で

は罐 詰 をtinnedgoodsと 云 い,米 国 で はcannedgoodsと 呼 んで い るか と思 え ば

英 国 の貿 易 年 表 に は矢 張 りcannedgoodsと 戴 って い る。 そ の他類 似 の 相 違 が 随

処 に 出 て来 るが,而 も これ らはModernEnglishUsageに もModernAmerican

Usageな どに もそ の説 明 は見 当 らぬ。斯様 な用 語術 語 の相 違 は我 国 と して も特 に

商 業 貿 易 の 方面 に於 て 今後 相 当 な研 究 を必 要 とす る問題 で は な か ろ うか 。

第 三 に は訳 語 その もの の 適 不 適 の 問 題 が あ る。例 え ばultranationalismは 邦 語

で は一 般 に超 国家 主 義 と訳 され て い る様 で あ るが,超 国 家 主 義 は実 はinterna-

tionalismと 同様 の 内容 を持 つ の で,ultranationalismは 極 端 な国 家 主義 と訳 す

べ き もの で は あ る まいか 。又employmentは 多 少封 建 的 ニ ウア ンス を有 す る雇 用

とい う訳 語 で 使 用 され て い るが,unemploymentが 失 業 と訳 され る以上 これ と対

応 して就 業 と訳 す るのが 適 当 で は あ る まい か。又 多 角 経 営 をdiversifiedmanage-

mentと 訳 した 某 紙 を 英 商 務 官 に示 した ら解 か らぬ と云 わ れ た の で,multiple

operation(ofanenterprise)に 書 換 えた ら,そ れ な ら解 る と云 わ れ た 。 これ と

は逆 に邦 語 英 訳 の適 否 とい う問題 もあ る。例 え ば財 政 投 資 とい うの は我 国 予 算 関

係 の通 語 で あ る。 これ をfinancialinvestmentと 訳 して もそん なtermは 英 米 の

著 書 に は見 当 らぬ。 某 誌 は これ をstatefundinvestmentと 書 い て い るが,当 の

大 蔵 省 で はgovernmentinvestmentが 適訳 だ とい う。 又 揚 超 とい うの も我 国 財

界 の 通 語 で あ る。 これ を某 紙 で はexcesswithdrawal(ofthedesignated

deposits)と 訳 してい るが,英 国 大 使 館 あ た りで はovercontraction(ofcur-

rency)だ とい って い る。以 上 の 外 訳 語 の不 適 切 な もの,ま ぎ らわ しい もの な ど ま

だ ざ らに あ る。訳語 の 統 一 とい う こ と も現 今 我 が 業 界 に とって は極 め て必 要 な 問

題 の 一 つ で は なか ろ うか。

最 後 に国 内 規 定,国 際協 定 な どの 改 廃 の 問題 が あ る。例 えば1950年12月 に出来

たInternationalMaterialsConferenceを 本 文 中 に入 れ て,附 録 中 に協 定 各 晶 目

の明 細 を表 示 し よ う と思 っ て 日本 商 工 会 議 所 で 調 べ て貰 らっ た と こ ろ既 に昨 年

秋 まで に全 部 の 品 目の協 定 が廃 棄 にな って い る との こ とで あ った 。又 最近 我 国 が

技術 援 助 の 面 で新 た にColomboPlanに 参 加 を認 め られ た こ とな ど も本 辞 書 へ

の採 録 に は最 早 やafterthefairの 恨 事 で あ るが これ らの 点 に就 い て は編 者 と し

て は再 版 の増 補 に際 して善 処 す る予 定 で あ る。(以 下 略)

(上 智 大 学 教 授)
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⑧ 羽田三郎編,改 訂新版の特徴

まず,同 書 「改訂の弁」の抜粋(下 記〉によって改訂新版発行に至 る経緯

を見てみよう。

改 訂 の 弁

この辞典は藤田仁太郎編 「研究社英和貿易産業辞典」を全面的に改訂 した新版

である。

改訂の要点は後で別項 に示す ことにして,こ こには,こ の辞典 の性 格,生 い立

ちな どを書 いてお きた い。本書は名称 の示す とお り,貿 易 を中心 とす る商業 ・経

済 ・経営か ら機械 ・電気 ・建築 ・船舶 ・化学など広汎な産業 におよび,こ の新版

では情報化時代 に応 ず るため電算機関係の語 も及ぶ限 り収容 した。

英和対訳のみならず,必 要 に応 じて内容 も解説 し,活 用語法 な ども示す特殊辞

典 で ある。

直接国際的取引のある業種 ・職種 はもとより,お よそあ らゆ る産業 に従事 す る

者お よび学習者に とって,英 語 の必要 は ます ます高 ま り,一 般辞書 において も現

実的必 要 に考慮が払われ るようになっては来たが,実 務 家 お よび実務 を志 す人

に,端 的 に役立 つ必須用語 に詳 しい専門辞典があってよいはずである。

原編者は 「英和商工辞典」(初 版 昭和16年)以 来,戦 中・戦後 を通 じてた ゆまず

研 究 され,「 英和貿易産業辞典 」(昭 和30年)と なってか らも,2年 後 には改訂増

補 され,さ らに改 訂へ の研 鎭(さ ん)を つづ けてお られ たが,昭 和35年9月23

日,74才 を以 て逝 去せ られた。その後,新 しい事物 の発生 は もとよ り,国 語 改革

の影響 もあ り,原 版 も傷 んで,絶 版 の状 態で あった。

一方
,こ の辞典 に対す る問合わせ は絶 え間な くあった由で,遂 に出版社 か は私

の ところへ改訂 の依頼があった。私はその任 に非ず と再三固辞 したが,他 に引受

け手 な きまま,せ っか くの名著が絶 えて しまうのは惜 しい と思いy非 力 を もか え

りみず,お 引受 け した。

さて,改 訂 は創作 よ りむずか しい。「疑わ しきは罰せず」か,「 疑 わ しきは削 る」

か?後 者 の方針 であ ったが,実 を言 うと,改 訂者 自身 この仕事 にかか る前 は,

他の辞 書 にない もの をこの辞典 で発見することしばしばであった。他 に拠 り所な

きとき,旧 版 に相 当の根拠 あ りと察せ られるものは,削 るに しのび なか った。

ともあれ約3年 山なすカー ドと取組 み,今 面 目一新 した校正刷 を前 に して,こ
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の改訂の機会を与えられたことを感謝する気持で一杯である。原編者藤田先生の

ご冥福 を祈ると共に,非 力 の ゆえに改訂 が改悪 になっていないか と恐れる。利用

者各位 のご叱正を待って改めて行 くつもりである。(以 下 略)

昭和44年10月

改訂者 羽 田 三 郎

本辞典 の特色 として,同 書カバー裏 に次の諸点 を挙 げている。

本 辞典の特 色

口貿易用語 と背景知識の結びつ き

貿易用術語 はもちろん,銀 行,保 険,海 運 な どの用語,そ れ らの背景 とな る法

規,慣 習の定 義 と解説 は懇切 で しか も簡明,各 種検定試験 に も便利 です。

ロセールズとエンジニア リング

商品はますます高度化 し,セ ール ズ とエ ンジニ ア リングの結びつきが必要です

から,貿 易 ・商業上 の用語 と共 に電気 ・電子 ・機械 ・建築 ・化学などの理工系の

術語 を豊富 に採録 しました。

口情報化時代 に備 えた用語と解説

コンピューターや経営情報 システム関係 も基本的な語を収めました。

口実際 に使 える最新の訳語

実務家がそのまま実地 に使 えるように,最 も新 し く,し か も慣 用 に合 う訳語が

与 えてあ ります。

口読むだけでな く,表 現力への配慮

▽印 の ところに活用語法を,ま た◇印 で は商 用文 か ら採 った例文 を示 し,そ の

他各所 に語 の使 いかた を示す工夫が こらされています。

口貴重な資料の充実 した付録

実務 に必要な国際法規慣習,電 報 とテ レックスの文法 な ど,い ろい ろ貴 重 な資

料が巻末 に まとめてあ ります。

口忙 しい人が使いやすい辞典

8ポ イ ン ト活字 でゆ った り組 み,さ らに,あ ち こち参 照の手 間 を省 くため,記

述 の重複 もい とわず,忙 しい人 に引 きやす くしました。
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同改訂新版 に収録 の「改訂 の要点」の中で,「 この辞 書 の見 出 し語 は約11,600

語 と一 見 少 な い が,術 語 の多 くは複 合 語 を成 し,見 出 しの 中 の術 語 は約52,700

語 と膨 大 な数 に上 り,一 つ一 つ た しか め る手 数 は大 へ んな ものであ った」 と

あ り,こ の辞 典 の特 徴 として,複 合 語 の術 語(専 門語;technicalterms)を

多 く収 録 して い る こ とを示 して いる。

また,配 語 法(collocation)に つ い て,下 記 の説 明 が な され て い る。 これ

も一つ の特徴点 であ る。

配語法 ・成句 ・活用語法など名称は ともか く,例 えばmarketと い う名 詞 を中

心 として,そ れ と共 に用 い られ る形容詞 ・動詞 ・前置詞な どを知 らなければ活用

できない。読 むだけでな く,書 き話 すための配慮 をした。

今回改訂の一大要 目は▽印をつけた ところに活用辞典の ようなcollocationを

示 した ことで あ る。 また語 義 を示すついでに用法を付記 した ことも多い。例:

informv.t.通 知 す る(apersonofafact,that...);吹 き込 む(with)_v.i.密 告

〔告発〕す る(against)。

(4)羽 田 辞 典 の 流 れ に あ る もの

一一 橋 本 修 編 著 『新 商 業 貿 易 英 和 和 英 辞 典 」 全702ペ ー ジ,同 文 舘,1977

年 。(英 文 名:New」Business&、ForeigngradeTermsEnglish一

ノapanese,Japanese-EnglishDictionary)

以 下,本 書 の 「序 」(0部 省 略)を 見 て み よ う。

序

わが国 は,資 源 に乏 しく,貿 易立 国 を国是 とし,原 材料 を海外 よ り輸入 し,そ

れ を製造 品 として輸 出 しsO億 民生 の安定 を図 るこ とを国策 としている。

これがためには,貿 易業遂行 上多 くの手段 を必要 とするが,そ の うち特 に重 要

な ものは商業英語通信文BusinessEnglishCorrespondenceで あ る。商業英語 通

信文 に は商業英語の活用を必須 とするが,不 幸 に して 目下参 考 とすべ き商 業英語

辞典が誠 に乏 しい。 この必要を充た さんがために,私 が敢 えて 「商業英語辞典 」

の編 著の企画を立てたのは約20余 年前 の こ とで あった。私 は大学教授 を本務 とす
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るもので,多 忙 な 日常生活 の問に余暇 を作 っては,拮 据 この 「商業英語辞典」の

編著 に努めた。 日夜 これに没頭 し,精 魂 を傾 けて,数 万枚 の原稿 を書 い たので
,

疲 労 の極 つ いに病魔 におか され数度入院 し,生 死 の間 を彷裡 した こと もあ った

が,幸 に して 日赤 の名 医花 岡正儀 先生 に廻 り逢 い,今 で も御 懇意 に願 っ てい る

が,先 生 の献身 的 な御努力 の お蔭 で恢復 させて頂いたのは衷心感謝の至 りであ

り,幾 ら感 謝 して も感 謝 し切 れな い ものがある。か くして病後私 はまた も筆 を執

り,努 力の幾年かが続 いた。 しか し余 りにも彪大な量 となったので,出 版書騨 は

経費 の関係上縮小 を希 望 して来た。折角精魂 を傾 けて書いた ものではあ り,一 方

当初 の所期 の目的 を逸脱 す る恐れ もあることは遺憾ではあったが,少 しで も早 く

世 に出 した方が よい と考え,涙 を呑み,英 断 を以 て一部 の原稿 を割愛 す ることに

した。

私はBusinessEnglishの 研 究 に携わ ってお り,今 や50余 年 にな る。従 って本辞

典 は,私 のBusinessEnglish研 究50年 の記念搭 ともす る意 図の も とに,敢 然勇気

を振起 して原稿 の執筆 を継続 した。苦 しい こと,辛 かった こ との数 々の想 い出が

あ る。例 えば,寒 夜就 眠中 にふ と良案が頭 に浮ぶ と,俄 然跳起 きて机 に向 った こ

と も幾 度 とな くあった。 こんなとき,書 斉 の窓 ガラス越 しに見 た夜 明 けの空 に

は,暁 の明星が淋 し く輝 いていた り,ま た弦 月が今 や西 に沈 まん とし
,犬 の遠吠

が遙 か に聴 えて,霜 結ぶ冷た い夜明 けの寂蓼 を しみじみと味わった りした記憶が

甦 って来 る。一方,お こが ま しいが,こ の小 著が殆 ん ど私の独力 のみ によって完

成へ と進み得たのは,永 年 に亘 る家族や友人の鞭　 と激励 の賜であって,本 辞典

は,世 間で よ く耳 にす る ような,い わ ゆ る多 くのスタ ッフに よって 「編集 された

辞典」ではな く,私 の過去 にIl'ける貿易実務上 の経験 に基づ いた研究精進の果実

であ り,又 著作物 で もあ る。従 って,そ の間 に博 士論文執 筆 の ヒン トを掴んだ

り,ま たその資料 の一部 をも得た こ とは,そ の何 よ りの証拠 といえ よう
。唯,彪

大 な量 の校正 には苦心惨憺 し,数 年 を費 してで きるだけその整理訂正に努力 した

が,万 一誤 りが まだ残 って居れ ばそれは後の機会 に訂正する念願であるが
,一 方

知友等 の間 か ら 「辞典 は まだか」と,し ば しば催促 され る し,こ の ささやかな業

績 が多少 にて も貿易業界,学 界,一 般 の人 々や,学 生諸君 の参考書 ともな り
,ま

た座 右 の友 ともな り,わ が国 の貿 易業務 遂行上 に柳 か にて も貢献する処があれ

ば,私 の願望 は達せ られたのであ る。(以 下 略)

昭和52年 孟春 伊豆 ・清風荘 にて

橋 本 修
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明治28(1895)牲 れ曙 都 ・1977年,齢82歳 にして完成 させた辞典で

ある・飴 語の網羅性超 厚 な解説において優れてお り
,何 よりもこの舘

を殆ん ど独力で完成 させた という辺 りが
,需 り作者の立場 にある筆者を惹 きっ

ける。

高齢で曙 述であ り・世 にアピールす る点がやや乏 しか
ったのが惜 しまれ

る。 もっと評価 されていい業績であろう
。

『 林 麟
・他 編r現 代 ビ淋 ス 英 和 辞 典 』 本 文137・ ペ ー ジ

,開 拓 社,1986

年 ・(英 文 名:TheEnglish」apaneseDictionaryfvrC
ontemp。nary

BusinessCommunication)

本 辞 典 の 「ま え が き」 か ら
・ 対 象 領 域 と制 作 の 過 程 ウこつ い て 言 及 し て い る

個 所 を,以 下 に 引 用 す る。

国鯖 取引ro1・に関連 す る学 問領域 として経済学滴 学(マ ーケテ ィング を含

む)・経営学薩 業科学 な どがあ げ られ ます
。さらに,国 際 間の繍 交渉 蝉 晒

品お よびサー ビスの取引のみな らず,資 本 ・労働 とし・った生産関係 の交渉にまで

発展 していることに鑑み・灘 の徽(国 際私法 ・英米法 ・商 法 ・民法 その他
,囎)

の用語 も必 要 な限 り収録 に努 め ました
.特 にa易 に密接 に関 係 す る運

輸課 険滴 品 などの取撫 を含む貿賄 務 に欠かせない語句 を擾 構 対象 と

しました・国際敵 引は商品およびサービスの双方を含み滴 品の取引は大別
し

て喰 糧群源 料群 そして製品群であ ります
.製｠,と して踵 機械.轍 械

な どの機械類・化学品・窯業 品・軽工業品,雑 貨,食 料 品,雛 製 品な どの用語

を必 要 とします・そのうち・コンピュー纐,す なわ ち滝 子灘 な ど
,お よび

それ に関 す る用語 は・情 報の分野嘱 するとして ㈲ のラベル を付 しました
。

製品の場合諭 出入品目統計表および関税鞍 に記載 されているものを中心 とし

て・物品の生産.瀬 ・分 配 ・消費の過椥 こお ける諸分野の髄 語句 もで き
る限

り多 く収録に努めました・ また'::上 ・航空 の運輸 サー ビスや,.. ,.上.航 空貨物

保険 サー ビス も取 引 に伴 い ます・すなわち,商 品 を目に見 える貿易(visibletrade)

とすれ ば・ これ ら目に見 えない貿易(invisibletrad
e)で あ るサー ビスの取 引1こ
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関す る用語の収録 も行 った ことは,い うまで もあ りませ ん。

敢 えて次の ことを付乱 ておきます.小 見出R句 の大部分 は・ビジネx界

諸分野 で刊行 され てお りました専門儲 な ど力蝉 語やqGと して永 年 にわ た

って収 集 していた ものを一枚ずつの`._ド に記 入 し・それ らを主 として英米 にお

いて既 に出版 されているｺ・ の嬬 辞 典 お よび専 門分 野 の辞 典か ら検出すべ く

努めました.あ る語句 は まだｺ・ の醐 ご用語 として定着 していない もの もあり

ました。 また,国 内外 の辞典 に埋 もれていた用語(特 に ビジネスに必要 と思わ れ

る もの)を 掘 り起 こして光 を当て るた め,そ れ ら}ま本辞典 で は小 見出 し甜 の重

要 な部分を占め洗 人たちの偉業 より多大の恩恵}こ浴 して お ります・なお・平易

な語句 は割愛 しました。

この辞典 は,複 合語 についてより羅 的でカaつ現代的であり・その点で引

続 き広 く利用されるであろう。

...rr野文 男 ・海 野 和 子 繍 最 新 ビジ ネ ス ・技 術実用 英語辞典 英和'和 英 』

英 和 の部792ペ ー ジ,和 英 の部659ペ ー ジ,日 外 ア ソシエ ー ツ,1994年 。

(英 文 名:表 示 な し)

本 辞 典 の帯 紙 に,次 の よ うな表 示 が あ る。

実務 翻訳に必携の用例集

この辞典 は,用 例 を集 めてアル ファベ ッ ト順 と五十音順に並べたもの

で,い わ ば用例 集 です。用例 は,実 務和英翻訳 に携わ る私達二人が既

存の辞典 に無い有用な表現を拾い集めた ものがべ一スになってお り,

それ に基本的 な表現 も加 えてあ ります。

(「は じめに」 よ り)

(注)「 は じめに」の この辞典 の特徴 の(4)「同 じ用例が

英和か らも和英か らも直接引 ける」の中で,用 例数

は,英 和,和 英 の部 で それ ぞれ3万5千 ほ どです。

大半 の用例 は,英 和 と和英 で重複 してい ます ので,

ご了承 くだ さい,と ある。

126国 際経営論集No・101996



特長

■英和13,000語,和 英12 ,000語 の見 出 し語 を収録。

■ コ ンピー タ ・ハイテク分野のテクニカル ・タームや ビジネスis｠
｠i

の翻訳 にぴ った りの英 語表 現 を満載
。

■用例 はすべて実際に使われている自然な英語か ら取材
。

■特殊 な専門:Cだ けでな く・ それ らをつ な ぐ一般 的な動詞を重視
。

,.｠;.r,.夫妻 によるこの用例集は
・実務和英翻訳 に携わる二人の共作で

,コ ロ
ケーション河 算・不聯(名 詞)な どの実例蝶 めを膝 の合間

Yyめ た

もの・11年 がか りの用例蝶 と4年 力§か りのデータ鯉(コ ンビ_タ 編集)

の成果で・ その間の生活のための資金借入れな どの甜 話 もr
はじめに」「謝

辞」に述べ られている。

また・マスコミに採 り上 げられ
s漸 く出版 に漕 ぎっけた雛 な どは

,制 作
者側に立つ著者 としても心情的に十分理解できる

。

本書の特徴の一つとして・儲 は 「鰍 な専門w: ..よ りもそれ らをつな ぐ
nl
ｺ'的な輸 が中心」 になってし・ることを挙げている

.朝 用語辞典 としてs

また勝俣の流れを行 く活用辞典 として
,糟 の価値は大いに評価 されるであ

ろう。

3橋 本光憲編 『経済英 語英和活用 辞典」
～ 橋本光臨 「経済英麟 和湖 瀬

」全867ページ,躰 経済細 社1991
年 ・(英 文 名:ADicti・nary・fEng'ishUsagef・

rBuslnessandFrnlnce)

前掲 の寺灘 二編i英 語 和 鮨 用辞 典 』(1985)の !/',.で あ る
。 出版

の雛 や 内容 翻 に つ い て は 「まえが き」 に詳 しいの で
,ま ず それ を見 て頂

こ う。
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ま え が き

囎 は大小取 り混ぜ,さ まざ まの ものカ§世 に出てい るが・それぞれにその役割

を黙 している.英 和韻 もまた その例 に櫛 ないが・躰 経済が国際化する中

にあって,ま 砒 軸 少 ないのが経済嬬 識 で あ ろう・その中で も・単語.熟

語 の説明 に とどまらず渓 際 にiwで きる例文 を数多 く嚇 してい るものは・ほ

とん どない と言ってよい。

躰 経瀟 聞社では,す で に和英 の分野でr経n..語 和難 腓 典』(寺 灘 二

編)を 発行 して お り,英 米の新聞縮 等 か ら採取 した用例 を示 して・繍 嬬 を

書 く人 に活用されている。

約3轍 同社 か ら姉妹 篇の英和徽 鞭 の要請があ り・今 日完成 を見るに至

った本書 は,麺 の英和辞典 とい う性格 か ら も明 らかなように・経蔽 語を読む

人のために役立つことを主な目的 としている。

ではiこ の辞典 には どの ような特働 書あるだろうか・当然のことながら藻 一

には繍 嬬 を読む人のために,繍 の.:野 の基R・ 輔 語 を勧 幅広 く収

録 した ことで ある。その数 は約53・・語.そ の点で は・癬 脚 冊 で・大韻 褥

門麟 新語瀬 に当た らなくても,た レ・て いの場合 燗 に合 うはずである・し

たがって,皆 さんにはそれ ぞれ の轍 分野 の資料に加 えて・轄 の撒 付 けをぜ

ひおすすめしたい と思 う。

第二の特徴 は,本 書 に収録 した,湘 瀬 の所以で ある約2万3000の 用例で ある・

その基本 をなす もの は漏 者が以前から収集 してき嫡 業 ・金融関係の約1万 に

のぼ る用例 で,相 これ を見直 して使 用 した・業務の場面で実際鞭 われていた

これ らの模範的な文例は,繍 関係 の文献 を読 み こなそ う とする人の参考 になる

ことはもちろん,さ らに進 んで 自 らの作文 に::し ようとす る人 に役立て られ よう・

本書は英和瀬 ではあるが淵 例 のみならず・全体が難 文徽 として磯 能

をも持たせるよう醜 した ことが,縮 としては特 に弓螢調 したい第三の特徴であ

る.詳 細 は別項 の 「楮 の使 い方」 に譲 るが・==...語 の用法 贈 な どの成 句・

名詞 の単数 ・灘 の使い分け,冠 詞 の付 け方 な どに詩 に臆 を払 って書レ)てあ

り,ま た,報 の例文 緻 多 く入 ってい る・ある..・..の単語(た とえばbusiness)

を思い ついて,本 辞典 を引 けば,さ まざ まな参考文例 が得 られ る。

本辞典 は,嬬 のアル フ ァベ ッ ト(ABC)1頂 で単語 を配列 してある・ そ して・

それぞれの囎 の中で,熟 語 ・成句 ・例 文 な どを・ すべ て和訳付 きで挙 げてあ

る.用 例が多 いのは,名 詞 と動詞で ある.名 詞 の用例 は・名詞 を取 る動言司・名詞
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を修飾する形舗 名詞が取る前p ^Jの順で並べてある
.動 詞の場合は渤 詞を修飾

する賄 動詞が取る前蹴 その他である
.こ の特徴を+分 聾 した上で

この繕 を引いて戴けば
・層 便利 こ々御利用になれるはずである

。rFは …れまで何点か曙 述を世に送
ってき燃 轄 との関わり合いは最 も

長 く・銀行本部勤務時代に収集 した約2… の文例が始まり
である.そ 嘱 その

か ド化や鍬'繍 関係の例文採集をさらに進め
,業 務の合間を縫って,文 例約7000の 一応の識 輔 をまとめた筑

最近数鯛 は,米 大学院受講や大学教
賄 出鞘 の過翫 繍 学文献や縮 関係資料を当たりなが

ら,内 容の充実を図
ってきた経緯がある。

繕 のような著作物は・もとより既刊の内外の辞典や文献の恩恵を
受けてでき上がるも

のである・轄 もその例外ではなく
,い ちいち名前は挙げな賦 その

学恩に謝意を表する次第である。

また洪 に醗 な編集作業にあたってし・ただいた躰 繍 新聞社
出版局糠 部

の増山修氏に厚 くお礼申し上げたい
。

読者の皆さ繊 「.:辞 典」の名にふさわしく
,轄 を粉 に活用してくださ

ることを心から期待している
。

1991年6月

橋 本 光 憲

因 みに,「 帯紙 」 で は次 の よ うに謳 って いる
。

基本語5300/用 例23000!!

生 きた経済英語 く実例〉 の宝庫

o主 な特色o

O基 本語 か ら専門語 まで2万8000余 を収 録
。

○すべて ビジネス ・フ ァイナンスの現場よ り採集
。

o重 要語句 には注釈 を加 え
,専 門用語 には分野 を明示。

o前 置詞諺 鰭 な どの連 ..係(コ ・ケー ション)を 説 明
。
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。手紙文の用例を幅広 く取 り入れ,難 文辞典 として も便利・

「轄 作 り」という鰍 な作業 を明かす意味で・制作の過程 を少 し説明 して

お こう.そ れは,出 版社あて醍 案する以前 にどのように材料 旙 積 してき

たか という蝦 である.そ れには勿論,そ ういった腰 を感 じ・仕事 を始め

る動機やきっかけがある.そ の点は,前 掲の 「}まじめに」で・その背景 を説

明 してあるので,参 照いただきたい。

相 の繍 嬬 英和活囎 典のべ一スになる橋本編r銀 行英離 典』(未 定稿)

の内容説明 。

全体 の分量

B4判 集計 用紙5。枚 綴で37冊,約1,85・ 枚・行数 は1ペ ージ平均15行 で・総計約

2g,000T-rp

経済英語瀬(Dicti・nary・fBusiness&Ec・ …icTerms)と 言 うため に

は,Ec。n。micTerms(含 文例)を 多少補 強す る必要が あ る・

〔参考〕 橋本編 「銀行英語辞典」作成の過程

①S37～38年 「銀行英語文例抜葦 」(A4判100枚)

S3、年9月 より約5年 半 の外 国部渉外謙 勤 中 に・ 主 に英米銀行 の通信文

や資料か ら文例 を採録 したもの(文 例 は約2000例)。

②S42年 「銀行英語文例 カー ド」(細 長 カー ド2400枚)

第①項 の文例抜髄 か ド化 し,見 出 し翻 こ文例 か ドとす る と共 に・

手紙のパター ン,数 の表現 の仕方 な どを分類整理 した。

手紙のパ ターンは,日 歓 庫r鋤 テ嬬 の手 ほ どき』で使用・

③S5。 年9月 「銀行 嬬 文例 刺A～Z」(図 舗 用カー ド3400枚)

ア メ リカの金融関係 ・=`=1を勲 て文例 を拾 レ・上 げ・当初文例のカバー不足

分 を埋め図 舗 用か ドに講 化することによって大体の骨組みが出来上

がった0

④S51～52年 「銀行英語辞典 原稿」(B4判1850枚)

前記図`=用 カー ドを暇 を見 て は騰1こ し(B4判 集計 用紙1冊50枚 ×6

行),搬 嬬 辞典 や儲 辞典 と対 照 しなカ§らrを 勘 藻 計用繍7冊 の未
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完成稿ではあるが,一 応 の完成 を見 た もの
。

基本語句(第1次 作業……S52年 終 了)

見出し語

複合語 ・熟語

例文 ・慣用句

うち例文

慣用句

約2500う ち重 要 語150

約210

7542

約4500

約3000

⑤S53～62年 「英和金 融用 語集 」(小 型 カー ド3600枚)

第④項 の追鋤 ため漠 米鍬 関係文献 から用翻 を収集 し繊 行英語辞

典原稿」を追補(3分 の1強 を終 了)。

⑥S53～62年 「和英 金融 用語集」(B4判900枚)

「金膿 翻 諜 」(和 英)55・ ・語
,「 和 英鍾 用語集」(前 記 の追録)25。 。

語,合 計8000語 。専門用語 は更 に要検討
。

⑦S55～59年 「英文銀行用語集」(B4判470枚)

金藤 語 を業務 分野別(46部 門)に 再整理 し
,そ の5分 の1を 鵬r銀 行

英語 の手 ほ どき』 「部 門別用 語ガイ ド」 として発表 した
。

全体語句(第2次 作業… …追加1/3完 了)

見出 し語(+70%)

複合語 ・熟語(+20%)

例文 ・慣用句(+75%)

うち例文

慣 用句

約4000

250

約13000

約8000

約5000

未記入の追加用カー ド約2400枚 を使 って作業 を進 める
。

〔付〕 和英面からの補強作業

が欝諜 羅懸欝糠 甥撫 獄
B4判 集計用紙50枚 綴 で11冊 約550枚

1ペ ー ジ平均10語 約5500語

② 橋 本編 「和英銀行用語集 」(同 上 の追録)未 定稿

B4判 集 計用紙50枚 綴 で7冊 約350枚

1ペ ー ジ平均7語 約2500語

合計 約8000語

総計 約13500語英和編
の見 出 し語・複合 語の補強用 として

,英 一和 で使用。
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実際の作業が この通 り進んだ訳ではない力弐・当初献 予定が昭和65(1990)

年4月 であった ものが・99・年6月 刊行 となった こと昏ま・鯉 の出版 としては

順調だった と言 えよう。

使用 し鯵 考文献 は外国のものを含めて纈 の梶 に示 してある・95年9

月で3刷 となった ことは油 版 として もまず1誠 功の部類に入 るだろう・

4東 洋 経 済 『経 済 用 語 和 英 辞 典 」 に 始 ま る 専 門 辞 典

_東 洋 経 漸 報 社 英 文 鰯r経 済 用 語 和 英 辞 則 本 蜘 ペ ー ジ凍 洋経 済 新 報

社,1949年.(英 文 名=The・rientalEc・n・mist'sJapanese-EnglishDictio-

naryofEconomicTerms)

(1)「 経 済 用 語 和 英 辞 典 』 の 先 駆 者

終 戦(1945年)か ら占領 軍,SCAP(連 合 軍 綱 令 官)や 民 韻 易醐 に至

る過 程 で,必 要 に迫 られ て下 記 の よ うな用 語集が編 まれた。

__大 蔵 省 渉 外 部r英 訳 財政 経 済用 語 集 』 本 文3・1ペ ー ジ・臓 財翻 会 ・

1948年 。(英 文 名:AGI・ssaryofEconomicandFinancialTerms)

_一 臓 省 財 務 官室r和 英 財 政 経 済 用 語 集 』 全4・2ペ ー ジ・ 弘 進 社 ・1951

年.(英 文 名:Japanese-EnglishEc・nomicandFinancialGl・ssary)

② 『経済用語和英辞典』

敗戦後,嬬 で仕事 をする燵 の殆 どが馳 話セこなったであろう専門::M.｠

辞 典が本書である。以下 に 「はしがき』を再録する。

は し が き

本辞典 は,わ が国唯一 の英文経灘 誌"The・rientalEc・n・mist"の 編 集臥

が,舛 に亘 る礪 の結果 として漸 く生れ出た ものである・弊社が週 刊東灘

漸 報の姉妹謙 してわが国政治繍 の実情 を酬 に紹介す るため英文繍 誌

を創刊 したのは昭和9年5月 で あった.併 しこの仕事 に とりか 》る と・予想外の
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困難に織 ず悩まされた・わが国で使用される財政 ・金融 ・貿易.海 運.商 品.

市場',一 統制 ・繍 齢 ・繍 団体 儲 官庁 ・生産技術その他繍 百般
に亘る

用語を適 切膜 語に翻訳することに多大の鋤 を必要としたから
である.普 通

の用語の和難 典は数多い・醐 用stit｠｠｠典も決して少 くはない.併 しいずれもわ
が国の礫 かつ変化極 りない経滞 勢を英訳する役には立た醐 合

が多かった。
いきおいわ膜 文韻 は・みずからこれr,門 用語の適訳..を 締,こ れを積
み重ねて,自 己の用を弁ずるほかなかった

。
これらの語彙の集積は繊 前すでに諮 に添 を成すに足 り

,折 をみてこれを
出版する緬 であった・か ・る際たまたま終戦にあい渉 蠣 務は繁忙を極

め,各
方面からこ礪 識 の出現が要望される↑青勢とな

った.こ ・において弊社は計

画を急遽実現に移して遂に本識 の刊行観 る昏こ至
ったのである。

本辞典に騰 する講 は締3万2千 である
.特 に顯 開始以来3力 年を費し

て終轍 の蒲 を網羅することにも鰭 を尽 した
.固 より今後醐 家の叱正を得

て増融 訂を要する点も多々あるであろう
.併 し現在に加 ては渓 務家にとっ

て期待し得る融 の和英辞典たるものと信じて疑わない
。

なお ・#刊"TheOrientalFc・n・mist"の 糠 に忙殺されなが殖 接本辞
典の編纂

に雛 されたわが社歎 韻 玉井孝一汰 瀧騰 吉縣 購
,北 村桂子,内

間安太郎・川島棘 の6氏 および社外からこれに徽 力下さ
った醐 仁太郎,

勝守陸太郎,塩 崎観三の3氏 には心から謝意を表したい
。

昭和24年6月

東洋経済新報社

編集局長 綿 野 脩 三

本辞典 は・ その後 何回か改訂が行わ れてい る
.す な わ ち,昭 和38年 職 こ

オ リエ ンタル'エ コノ ミス ト緑 して第1版 第1届 り
,昭 和4・年3月 に改 訂 版

第1刷,昭 和45年5月 に新 訂 版 第1刷 が 発 行 され た
。

さ らに・ 昭 和52(1977)年3月1こ 全 面 改 訂 を行
っ 噺 版 と して,「 新 経 済 用

語 和 英 辞 典 」(英 文 名:New
,」apaneseEnglishDictionaryofEc。nomaC

Terms)y本 文5・1ペ ー ジ・ 付 録79ペ ー ジ,縦 来 よ りや や大 型 版 化 して発 行

され た。
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同瀬 は,・995年4月,面 目を噺 して・r経済産業礪 糠 辞典』(全728

ペ ージ)(英 文名:Ec。nomic/・ 泌'忽 伽s∫ α鋤 配E卿 蕗批 して刊

行 されている.「各産業分野の専門用語 を羅 ・収録語数65・000語 瀕 のなレ)

初の翻訳者必携和英辞典」 と謳っている。

⑧ 「経 済用語和英辞典』の流 れ を行 くもの

東洋経済 のr繍 用 語 辞 則 の流 れ を行 く もの は少な くないが洪 通 して

言 える ことは 「用語辞則 の枠 を守 り,羽 田 隣 ・貿 易 産 籍 典 』 の 系統 と

はや や異 な って,aや 連 語 関 係 な どの活 腰 法 の側 面 に余 りウエ イ トを置

か ない傾 向が見受 け られ る。

それ は,辞 典 と して の一 種 の 「棲 み分 け」 といって もいいか も知れ ない。

_編 集 代 表 小 林 寿 夫 「現 代 ビジ ネ ス英語 大辞典』パ シフ ィックマ ネジメ

ン トコンサル タ ンツ,1974年 。(英 文名:ModernBusinessEnglish

Dictionary)

専 門 用 語 を和 英 嘆 和 の形 式 で 約6万 語 収 録 ・ この 系統 の もの に下

記 があ る。

一 一編 集代表小林寿夫 「現代和英英和会計 ・税務 ・法律 用語辞典』 パ シフ

ィ ッ クマ ネ ジ メ ン トコ ンサ ル タ ン ツ,1974年 。(英 文 名:Modern

Acc。unting,/・ 伽EnglishDictionary,」apanese--English/

English-Japanese}

専 門 用語 を和 英 ・英 和 で約2万5… 語 収 録 ・ さ らに 「企 業 会 計 原則 」

「英文財務諸 表の作 り方」 につ いて説明。

一一編 集代 表小林 寿夫 「英和 ・和英新 ビジネス英語大辞典』本文2064ペ ー

ジ,パ シ フ ィ ックマ ネ ジ メ ン トコ ンサ ル タ ンツ・・977年 ・(英 文 名:

AdvancedBusinessEnglishDictionary,English-Japanese/Japanese-

English)

既 刊 のr現 代 ビ ジネ ス英 語 大 辞 典 』の全 面 改訂 版・専門用語 を英和'
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和 英 の形式 で約8万 語収 録 。

改訂 版 ・ グ ロー バ ル ・マネ ジメ ン ト ・グノレー プ編 本文2128ペ
ー ジ,

PMC出 版 ・1987年 ・英和5万 語 ・和 英6万 語 .聾 な用 諏 は熟 語.

慣 用 句 ・連 結 語 ・例 文 等 を付 け てある
。

『 一 「マ グ ロ嗣 ヒル科 学技術 用鰍 辞典」本文1
551ペ ー ジ,日 刊 工 ・A聞

社 ・1979年 ・(英 文 名:McGraw-HillDictionaryofS
cientificand

TechnicalTerms) ・ 第5版 ・ 本 文1877ペ ー ジ,・994年
.原 著 は第5

版,1994年 が 最新 。

～ 醐 啓 介
s他r科 学 技 術35万 鰍 辞 典 」英 和 編(全2・73ペ ー ジ)

,和 英

編(全1767ペ ー ジ),ア イ ビー シー
,1990年 。

～ 麟 鞠 『科 学技 術 和 英 大 辞 典 』全
1989ペ ー ジ,オ ー ム社 ,、988年.

』 麟 鞠 『科 学技 術 英 和 大 瀬 」 全
229・ペ ー ジ,オ ー ム 社 ,1993年.

対 象 分 野 の広 さ,用 例 の 多 さの 点 で優 れ て い る
。

～ 日本規格協会編 『JIS]二 業 用 籍 大 辞典 』 第
4版,1995年 。

一 慶谷 川 啓 之編 「英 和 経 済 用 繍 典』 富士翻
,初 版1974年.新 版1991

年 ・(敷 名:English-」apaneseDictionaryofE
conomicTerms)

繍 専 門用 語 を中 心 に・ 約3万 語 を収 録
.大 学 の 「外 国 講 読 」 の

参 考 書 と して最適。同系統 の辞書 として下記が ある
。

一 慶谷川啓之編 「英和和英経済用 麟 典』富士舗
,198。 年 。

『 長 谷 川 俊 明 「・一 ダス 法 律英露 典」東京布井 出版
,1991年 。

英 語 の 表 現 面 へ の配 慮 も行 き届 いて いる
。

DanielOran,黒 川 康 正 ・西 川 郁生 監 訳 「英 和 ア 刈 力灘 朋 辞

典」PMC出 版,1990年 。

～ 小 川 洌'細 信夫 編r現 代 英 和 会 計 庸 辞
典 』 同 文 舘,1991年 。

一一 森 脇 彬 編 『英 和 経 営 経 理 辞典』 中央経
済社,1991年 。

一 野 田 信 夫 編 『新 経 営 英 和 瀬 」 全
451ペ ー ジ,ダ イ ヤ モ ン ド社

,1985

年 ・(英 文 名:NewManagementDicti・naryEnglish」ap
anese)
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成践大学 学長 も勤 めた こ とのあ る経営学 の泰斗 であ る1893年 生 まれ

の編 者 が,77歳 に して独 力 で 完成 させ た 経 営 管 理用語辞典 。

なぜ 自分一人で この繕 を作 る必要 を感 じたか を・編者 は 「序文」

の中で次 の よ うに述べ てい る。

しかしなが ら,辞 典 の編 著 とい うものは,命 と りの仕事 だ とい うはな し

も聞 いている.こ の辞典 は全 く私一人 で全語彙 を集めi訳 し説 明 した・

まこ とに精 力 と絶 えざるねば り腰 する仕事であることを身 をもって体

騨 た。そ して,そ の間 に消化 器潰瘍 のた め手術 をし・何回か入院 もし

た.そ れで も,幸 いに も命 を とられず に・ 出版 にまでこぎつけえたのは・

ひ とえに多 くの人の同情 と老妻の内助 とダイヤモン ド社書編 集部の協

力 とのおかげである。

私が人の助 けをか りず,ま た舘 管理各分野 ・各産業界の それぞれの専

門家に委嘱 もせずピ 人で繍 を思い立 ったのは消 分の思 うとお り備

成 をし,経 営 ・生産 ・人 事 ・労務 ・労 使関係 唄オ務'会 計'マ ーケテ ィン

グ.流 通.コ ンピ ューターな どの諸分野,お よび農 工 ・商 ・保険 取引'

金融 な どの離 業 にわた って,大 体 におレ・て均衡 の とれた ことば選び'訳

語選 び説 明づ け を試 み るためには,自 分一人 で慣 してや らない と首尾

を全 うLい と考 えたためで ある。そ して それ1ま・私が その地 な らし的仕

事 を しておかないと,い つ誰が それ をして くれ るかわか らない と思えたか

らである。

昭和60(1985)年2月,編 者 は こ う述 べ て い る。

,.一.もようや く年齢9・歳 に達 し泊 力での増嗣 正 は・今回をもって終

わる.経 営管理 の進歩変遷 は早 くかつ大 きレ・ので・今回の増訂 も大幅で・

初版本の約2割 増 に達 した。幾分責任 を果た したか と思 う。

今 日に生 きる名著 であ る。

一 一主幹堀 内克明 『最新英語情報辞典第2版 』小 学 館,1986年 。(初 版1983

年)(英 文 名:TheShogakukanDictionaryofNewEnglish)

今 日の新 聞 ・雑 誌 にで て くる最 編3万5・ … 最 新 の 時 事'現 代 用
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語(経 済1000項,他)。

岩 鮭 介 「ジ ヤ ンル 別 最 縮 米 表 現 辞典』4・学 館1984年
.(英 文 名:

TheShogakukanDictionaryofCurrentTer
ms}

現 代 用語1万5000を 網 羅158の ジ ャ ン甥 聾配 列
。 時 事 ・現 代 用 語

経 済400項,金 融 ・株 式500項 ,他 。

一 一磯 部 薫 編 『コ ンサ イ ス時 事英語辞典』
三省堂,1993年 。

これ1冊 で新 聞 ・雑 誌 の英 語 が読 め る4万1000語 を収 録
。

一 日経 編 『経 済 新 語 辞典 』1996年 版
,日 本 経 済 新 聞 社,1995年 。

毎 年秋 ・ に発 行 され る新 語 辞 典.英 和 辞 典 で は な いが
,見 出 し語 の

英 訳 が 参 考 に な る。(金 融 用 語 辞 典 につ い て は
,次 項 で述 べ る。)

5橋 本光憲 ・信達郎編 『英和金融用語辞典」 と同類の辞典

(1)橋 本 光 憲(辞 典 の 部)/信 達 郎(資 料 の 部)紺 英 和 金 融用 語 辞 典」
～

辞 典582ペ ー ジ(和 英 基 本 用 諜 を含 む)
,資 料118ぺ0ジ,ジ ャパ ン タ イ

ム ズ,1995年 。(英 文 名:AGIossaryofFina
ncialTermS)

最 初 に 「ま えが き」 を再 録 す る。

ま え が き

躰 の国際化 とともに・鍬 業務 姻 際面のウー トが融 り
,鍬 技術も複

靴 の途 をたどった・金融機関はもとより搬 企業の実務家にと
っては,今 や

国際鍬 の臓 は不歌 のものとなっている.し かし海 外取引と醗 する金融

英語鯉 解するための専門縮 が見あたらなLaのが蹄 であ
った.こ ういっ嬬

要を背景に・ジャパン タ仏 ズ社の求めに応 じ
,丸2年 がか りでこのr英 和金

醐 語辞則 を纏 することができた・自画自賛になるが,糟 は本邦初の本格

的 「金融英語辞典」である。

「辞書の部」の瀦 である橋本光憲は,都 市銀行の一つに3・職 韓 じたが,こ
の間注 に外国縮 融 資関係業務に従事し

,現 在は教職にある.こ れらの経験
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を踏 まえてま とめた ものに,日 本 経 漸 聞 社刊r繍 嬬 英 和活 用 辞剣(A

DictionaryofEnglishUsageforBusinessandFinance)が あ る・同瀬 に も金

融用語 を収録 したが,今 回 は手持 ちの資料か ら合計 ・4・3・・の用例 全て を投入す る

とともに,最 近の内外文献 を広 く渉猟 して,デ ータの充実 を図 った。

_方 漏 集 の早 い醐 か ら,金 融 の専 門辞書 として・「資料 の部」を分離 独立

させて内容の充実を図ることが必要 との意見が一致 し・学界の畏友y信 達郎氏

に この役割 を委嘱 した.同 氏 は澄 富 な国齢 醸 務 の経験 を持ち詩 に資金の

調達.運 用サイ ドに詳 し く,今 回 の 「資料 の部」 を専門家 の立場でわか りやす く

まとめていただいた.こ の ことは,本 辞典 の実用性 を高 めるの に大 いに寄与する

もの と,感 謝 してい る。

このよ うに してで きた本辞典の特色 をあげれば,以 下 の とお りで ある。

1.用 語の 充実

英和金融用語辞 典 として第一に求められるのは・用語の充実である・

.見 出 し語 お よび本文 中用例 の中でゴシック体活字で表示 したいわゆる準見出

し語 は合わせて約15,000と 類書 を圧倒 してい る。

.金 融用語 を中心 に,関 連 ・周 辺分野約40を カバー し,網 羅性 を高 めた。ただ

し,解 説 は金融関係 を主 とし,他 分野 の説明 は簡略 にした。

2.多 様 な語義

英文 を読 み,翻 訳 す る場合 に辞書 を使 っていて困るのが,訳 語が少 ない こ と

で あるO

・本書 で は,見 出 し語 のみ な らず用例 において も,語 義 を充実 させた。

〔例 〕benchmark水 準 点 基 準 基準 指数 基準銘柄 指標銘柄

.な お,「 辞書 の部 」の52・ペ ー ジよ り収 めた 「和英金融 基本用諜 」は漢 訳

にも役立っ。

3.解 説の重視

英和 用語辞典 の限界 に挑戦 して,随 所 に用語解説 を織 り込 んだ。

.第 一 には,記 号 レ を付 して,そ の後 に各種 の解説 を行 った。〔参考〕で示 した

ものも数多い。あるいは,簡 単 に()内 で説明 した もの もあ る。

〔例 〕ateleph。netransfer編 鰭 え(電 話指 示 による灘 振替 え)

・別項 の 「資料 の部 」 も,そ の一助 になろ う。

4.単 複の区別

用語 ・用例面 で,名 詞 の単複 の区別 を明示 した。類書にない試 みである。
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'実 際 暎 文 旙 暢 合詩 に
・名詞 の鞭 の使い分 けがわか らないこと力移

い・そこで・主要な見出 し語である ・pti・n
,price,reserVeな どについて説 明

を付 し,他 の場 合 に も応用で きる ように した
。

〔例〕reserve鞘 金 レreserveは 状 況 によ 弾 数形 で も複数 形 で も使

われる。会計科目としてはaを 省 略 して使われ るこ とが多 い
。

'二 語(以 上)見 出 しについて は
・状況次第 で複数形で示 した り潜 葉の後 に

a・an・theを 付 けた り・あ るい1ま何 も付 けなかった りしてy用 法の 区別 を し
た。 もちろん,用 例 では単複 を全 て明示 した

。

5。 新晒の収録

日々生 まれ る新語 の収録には一定の限界 はあるが
,極 力努力 した。

'最 近 の金融 ハイ テク用語 につ いて}ま
,オ プ ション取 引,ス ワ ップ腰 を中心

にy各 種文献 に当たって,で きる限 り収録 した
。

〔例〕cap蝦 金利/collar金 禾Uの上 限 ・下 限付 き組 合 せ オ プ シ
ョン取

引/c・upling(各 国金利 の)連 動性/Daimy・b・nds大 名 ボ ン ド レ円

建 て外債 の鍾 で・世界銀行債 として発千テされた ものの繍/
netting

不 ッテ ィング契約 レ交互計 算,相 殺 等 によ り,債 権 ・債務 の正味残高

を算 出す る こと/sushib・ndsス シ ・ボン ド(寿 司 は 躰 人 しか食
べ

ない もの とい う意味での)日 本 のユ0ロ ダラー建 て債

・その他
,収 録 したM&A関 係用語sデ ィー リング関係 用語

〔例 〕theblackknight〔M&A〕 黒 の騎士,thecr・wnjewels〔M&A〕

会社 の主力部 門 最優 良資産

MIO〔 略語〕 〔ディー リング〕 ミ リオ ン(milli。nの 省略形)

nothing〔 デ ィー ラー用語〕流 し(興 味 な し)

6.「 資料の部」

「辞典 の部 」 を補 完す る形で,別 途 「資料 の部」 を設 けた
。

.「資料 の部」 では
・ 「轄 の部」 で示 された用語 ・用例 とその訳語や轍 を

,金
融 の主要 テーマ別 に塑 ・統合 した.一 方,「 資料 の部 」自体禅 な る資料

の域 を越て・金醸 務のアウ トラインを総括的に網羅 した専門書 として
の体

裁 を整 えているのが,特 徴 で ある。

'具 体的 には
・鍬 関連 のデ ィレク トリーの他金膿 務の基本的な概念か ら始

まり・資金の調達 ・運用・銀行取引・貿易取弓(,匹 ス さ らに外貨建 て社債

手続 き・ アニュアル ・レポー トにいたるまでの分野をほぼ全域 にわた
って力
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バ　している0

また,「 辞書 の部 」とは別 に洛 分野で よく使われる用語 を取 り上げ解説 を加

え,参 考資料 として も十分 に役立 つ ように,工 夫 を施 した。

本辞典 の制作 は,92年4月 の基本構想 を もとに金融 用語 資料 をデータベース

として,ほ ぼ3年 にわた る校訂 作業 を経 て,完 成 した。

この間,本 編 の英文全般 にわた って,ネ イテ ィブ ・チ ェ ックを入れて くれた

在カナダのポール ・フォー 眠 全般的に内容 を校閲 して下 さった小瀾 戸板

女子短期大学獺,ま た終始援助 を惜 しまれなか った㈱ ジャパン タ仏 ズの

斉簾 一出版事業局長,道 又敬駈 該 訂 面で全面的 に ご協力いただいた㈱学

際の則武政邦社長およびスタ ッフの方々1ここの場 を借 りて厚 く御 礼 申 し上 げ

たい0

また,参 考 にさせて いただ いた文献 の主なものは・「参考文献」として掲 げた

が沖 で も一部の利用 を認 めて下 さったr国 齢 膿 務 のキー ワー ド』・ 日経文

庫r金 融証 券英.・...典』の著者 な らびに出版社 に・ ここに謝意 俵 させていた

だきますO

本辞典 が読 者の皆 さんの期待 にかなうことを願いつつ

1995年2月

編者代表 橋 本 光 憲

上記諸点について,本 書の 「帯紙」では以下のように集約 して述べている。

基本用語か らデリバティブまでを網羅 した

わが国初の本格的金融英語辞典!!

見出し語,用 例合わせて約18000語 を収録。

巻末には英訳に便利な 〔和英基本用語集〕を収録。

資料の部では外国鰭 取引の仕組み,ア ニュアノレ・レポー トの読み方・主

要金融機関の正式英文名称などの国際金諜 務}こ関する基礎情報を盤

に収録。
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6大 特色

■用語の充実 類書を圧倒する18000語(見 出し語+用 例)を 収録
。

■多様な議 あらゆる金膿 務に対応するため遭 富な議 を紹介
。

■糟 の収録 オプション・スワップを中心1こw;の 鍬 ハイテク用語を

カノ0

■解説瞳 視 英和用語辞典の限界に挑戦 して
,随 所に鰭 を鋤 込む。

層鞭 の区別 日本人が苦手とする単数 ・複数の区別を明示
。

■「資料の部」 国際金融実務のアウ トラインを総括的に網羅
。

② 同類の辞典例

～ 花田実編 「和英金融用膳辞典』 ジ
ャパン タイムズ,1985年 。

～ 安田信託銀行 「ファンダメンタル12・・和英金融
用麟 典』繍 齢 研

究会,初 版1990年,改 訂版1994年 。

～ アイ・エス・エス編 『英和 ・和英金融用語辞典」WAVE出 版
,1992年 。

一一 井上邦夫 「英和国際金融経済辞典』研究社出
版,1993年 。

一 日本証券繍 研究所編rフ
ァンダメン御 レ12咽 英証券用語辞典』経

済法令研究会,1994年 。

～ 山口雅仁編 「シソーラス式金融 ・経済和英'」・辞典』大修鰭 店
,、995

年。

『一 山岡洋一訳 『IFR国 際金融聴 辞典」
ビジネス教育出版社,1995年 。

s田 久 保 浩 平 ・橋 本 光 憲 編r英 文 ビ ジ ネ ス レ タ ー 文 例 大 辞 典 』
贈『 田 久 保 浩 平 '橋 本 光 翻r英 文 ビ淋 ス レ タ ー文 例 大 辞 典 」 全"2・ ペ ー ジ

,本 文1076ぺ
藺 ジ
・躰 経 済 細 社 ・1995年 ・(英 文 名=ADictionary。fEng,ish

BusinessLetterExpressions)

瀦 代麹 久保浩平・糠 主幹橋本光憲湘 訳校閲濫 修田中雌 の三名
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と,制 作 担 当㈱ 学 際 の共 同作 業 に よ り成 る一冊・「日本語 で発想・rr・ で表 現 」

をモ ッ ト_に,文 例1万5… を大 ・中 ・小 の3囎 に分 類 し・ 一 文 ま る ご と

引き出せる新機軸の 「和支一戴 」訳辞典・(田久保・橋本がそれぞれ文例の

半分 を提供)

織 協力にビジネ瑛 語界の有力メンバー+二 名 を迎 え・その中の青山保・

岡本祥子,金 谷良夫,山 内清史の酩 は神奈111大学 のメンバー 関根幸雄・

信 達郎両氏 も元メンバー,.Or酩 と合わせ・文字通 り神奈川大学の強力

メンバーによる布陣で,編 集に当った もの。

本辞典の内容詩 徴などについては,以 下の 「まえが き」と・に の辞典の

構成 と使い方」の中のr分 類項 目」を引用 して説明す る。

ま え が き

本辞典 は,「 躰 語で発想,英 語 で表現」(ThinkinJapanese,Expressin

English)す るための英 文 ビジネスレター表現辞典です・ただし・レターとはいっ

て も,対 象 は社 内連絡,電 報,テ レ ックス,フ ァクス まで含 んでい ます。 ことに

ファクスは手間 もかからず,料 金 も安 いた め,ビ ジネスの世界 で はフ ァクスによ

るレター(faxedletters)が 主流}こなってい ます・ その意味 で・ われわれ儲}よ

フ ァクス文例 を含 めて ビジネスの分野 における各働 表現を・この辞典 に極力幅

広 く盛 り込むよう配慮 しました。

では,な ぜ 「日本語 で発想,英 語で表現」す る手 法 一 これ は髄 見直 されて

きた ことですが一 一に,特 別 の意義 が あ るの で し ょ うか・今 まで・皆 さん も

・ThinkinginEnglish・ ・(英 語で考 える)と か・ 「英英辞典利用 の勧 め」な どにつ

いて聞いたことがあると思います.確 か に,こ れ は英語学習 の一段階 として1ま有

効 で し ょうが,決 して これが全 てで はないのです。

閥 く話 す読 む,書 く」の言語 の四技育Gの中で も一 翻 しい とされ るのが「書

く」技術であることは周知の事実ですが,「 レター を書 く」とい う最 も騰 嫉 文

ライティングの作業 に,な ぜわれわれ 自身の 日本語能力 を活用 しないのか・繍

がかねがね抱いていた疑問です。い くら英語の達者な日本人で も,母 国語 であ る

日本語 よ暎 語が上手 なはずはないでしょう・もっと初歩のレベルの人 なら手糸氏

の骨子のメモを書いて,そ れ を膨 らませた り削 った りして,言 い たい こ とを まと
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めます・あるいは・ 躰 語で全文の階 きを作 るで しょう
.こ れ こそが 躰 語 で

考 え,構 想 を練 り,修 正 をす るス タイルなのです
。

そ ういった発想でで きた輝 を漠 語に切 り換 えればよいのです
.躰 語 膜語

に切 り換 える道具 の鞭 に湘 英噸 力§あり詩 に
,い くつか の和辮 典}ま日

本語 のニ ュア ンス を細 か く分類 して・国辮 典 より優れた面力§あるというのが定

評です・ しか し湘 英噸 は撒 なスピーチ ・レベル(蠕
,書 き.… 。語,俗

語・轄 な ど)の..e例 襯 じってい て
,初 心者 は使 いづ らい ところが あ りま

す・ また・ ビジネスに特化LてLaる この手 の繕 はほ とん どあ り
ませ ん.

ここに・われわれが 「和 文英辮 典」の鰍 成 として
,こ の瀬 を世 燗 憶

味が あ る と考 えたか らです・完成 まで1こは約3年 半の 日時 を要 しましたが湘
ご苦 労

したのは利用都 旧 輔 で発想」しやす くするため
,求 める嬬 表現 に楽

に 「躰 語で アクセス」して もらえる鮪 み作 りを行
ったことと溌 想の手勘 、

りとなる和文 を整理分類 したことです
。

本辞典の主な特色 として,以 下の5点 が挙isら れ ます
。

1.英 文用例が 計15,000余 りと類書の4倍 強

この辞典 は溌 信 元が アメ リカ
・躰 ・イギ リス,オ ー ス トラ リアな どの約2

,。。。通
の英文 レターか ら実際の例 を15

,… 余 り抽 出 した ものです。

従来 の ビジネスレターは・モデルレターを元 にしてパラグラフや倣 の一部言

い換えの形 をとっていて
・モデルが多い もので も25・～3・・通 ,応 用文例1こして も

その5～10倍 とい うもので・多 くて も3,… 例.ま た,プ ・グラム作成 上 の問題 も

あるが7あ る コンピー タの デー タで趨 文 書例約・6・
,朋 約3,5。。,計3 ,66。例であ

る ことか らも・本辞典 の15
,… 例 は他 を完全 に圧倒 して いる。

2.ビ ジネ スの場面設定 を3段 階 に分類

iを 大'中.小 囎 に分 けてあ りますので
,ビ ジネス レター を作成 す る際,膨大 な資料

の中 か ら騰 なXを 探 す上 で大 へん便利 こ々な
ってい ます。

まずz_々 な ビジネスの流れ を大 きなカテゴ リー(大 囎)で とらえ
,次 に切

り口 をやや狭 めた状況(中 囎)に 絞 り
,さ らに具体的場面(4囎)で 選別 し

て あ りますので・何度 か本辞典 を利肌 てい くうちに目的の文書が
す ぐ見つかる

ようにな ります。

3.キ ーワー ドは五十音順 に日本 文で引ける

小囎 での文例のキーワー ド・キー7v一 ズ(ゴ シック体 懐 示)が 五+音 順

に並んで い ます ので・ 目的の表現 はさらに速 く見つか ります
。
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4.英 驕表現へ導 く 「日本文」

実質 的 に 「見出し」の役割 を果たす ことになる躰 文の訳出に当たっては・最

大限の努力を傾 けました.方 針 としては・英文 と禾・文 が対応するように源 文 に

勧 忠実 に翻 する一方淀 靴 し膜 文の結びなどは短 く意訳 してあ ります・

また,軒 ワー ド,キ ー フレーズは極 カー続 きで和訳 しました・

5.こ の辞 典の 「活用の ためのガイ ド」 として4編 を収録

(1)「 この辞典 の構成 と使 い方 」

② 「ビジネスレターの書 き方」

(3)「 場面別 モデル レター15選 」

(4)巻 末 「索引」

最後 に,本 勲 の企画 を採 り蹴 長期 化す る篠 を温 く見守 って下 さった・

日本経瀞 聞社 出版局麟 部の増山駈 源 聯U作 ・校訂面 で全面 的 にご協 力い

ただいた㈱学際の則武政邦脹 とスタッフの方々・英文チェックをして くれた在

カナダのミリュエル ・ベル,___7° な どの皆 さん に・ この場 を借 りて厚 くお礼申し

上げます。

NEC,ま 紳 央繍 社及 びに研究社 出版 関係各位のご協力に対 して・ここに謝

意 を表 させていただきます。

「日本語で発想 嬬 で表現」と銘打 った本辞典が・利賭 各位のご支援 をいた

だきなが ら一層価値のあるものになることを期 します。

1995年9月

編 者

本 文一一 「分 類」項 目(小 項 目は目次 を参照)

「大分類」10項 目 「中分類 」38項 目

、.挨 拶 挨拶状,お 祝 い ・慰労 ・翻 ・ お見鋤'瀟 や み詔

待

2.訪 問 ・会議 会 見,紹 介状,準 備,会 議 ・商談

3.手 配 依頼,送 付,照 会,採 用

4.取 引 売込 み,引 合 い,注 文

5.契 約 契約 の履行,決 済 方法,支 払 い,積 出 し

6.折 衝 交渉}苦 情

7.処 置 確認,催 促,お 詫 び
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8.お 礼 挨拶 に,訪 問 に,手 配 ・配慮 に,成 約 に

9・ 手 紙の 前文・本 文(本 文 の前段)i文(本 文 の後 段)
,救,

決 ま り文句 結 び諺 飾句藷 欄 査
,業 者紹 介詔 介状,社 交文

10.分 野別 専門用語

*大 分類 のLか ら8 ・aま では ビジネス の流 れ に沿 った文例が列挙 して

ある・9.の 「手紙 の決 まり文 句」で は・`oラグ ラフご とに纐 した決 ま り文句

がTさ れ10 .の 「分野別専門用語」には,ビ ジネス用語 が24ジ ャンノレに分

けて整理 され ている。

次 に 「帯紙」の文言を記載 しておこう
。

旧 本 語で発想,英 語 で表 現 」

を実 現 した 画期 的辞典

何度 も轄 を引いてqを 拾 咄 す煩わ しさ_ .._.挙に解消
.ま るご とピッ

クア ップ した文章 をつなげる鮒 で
・完壁な英文 ビジネス手紙 が作れる,

スーパ ー大辞典。

圧倒 的な1万5000文 例

文章作成が驚 くほ ど簡単 に

「日本語で発想,英 語 で表現」

す るための文例1万50000!

【本辞典 の特色 】

●実際 に取 咬 わ され膜 米か らの2… 通以上 の手紙 が基本 資料
.「 活 き

た英文」1万5000例 は他 に類 を見 ない圧倒的 な数
。

●探 したい表現に撒 な角度から膿 にた どりつける汰 中小 鍛 階
の項

目絞 り込み方式 をaw・ 巻末 の キー ワー ド索引 か ら もア ブ・一チできる使

い勝手の良さ。

●同}内 容 の表現 をグルー プ化 してあるため
,お 決 ま りのパ ター ン表現 だ
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けではな く,微 妙 なニ ュア ンスの違 い 壱こ応 じて・舳 に文章を選べる・

.巻 頭 にビ淋 ス レターのフ ォーマ ッ ト例な どの基礎情報 を掲載・いちい

ち他の文献 を当たる必要がない。

.「手紙 の決 ま り文句集」には,書 き出 しや結辞 についてのバ ラエティーに

富んだ表現 を収録。

7実 用 英作 文辞典 ・マ ニ ュアル類

前項の畝 保浩平 僑 本光憲編r英 文 ビジネスレター文例大辞典』 もその

一つであるが,そ の他の実用英作文辞典 ・マニュアル類 も一通 り挙げておき

たい。

(、)W栄 綿r和 英 貿 易 実用 辞典 』 全896ペ ー ジ・ 本 文8・9ペ ー ジ・ 創 元

社,1976年.(英 文 名:TheJapanese-EnglishDictionaryofTradeand

Business}

貿易 を中心 とす るビジネスの場 で使用されること}まもちろんダ 般 的 な日

常生活 の実用的な目的に樋 うよう盤 な内容を心がけている・実用的に活

用されるために,で きる限 り薄 門的腰 や表現 を収録 し・また・瞠 的な

語句 も多 く取 り入れた。

、.躰 人 として..・..よりも日本語 の方 に慣れた講 のために・従来の「ア

ルファベ ット」順に語句 を並べることを止めて,日 本語式 の 「あい うえ

お」順 に語句 を配列 した。

2.上 記 の方針 に従 って 「見 出 し」は日本語で示 した・すなわち・欝 ま

たは平仮名,片 仮名 を朋 いゴヂ ック体 で配置 した・これにより調 本

語で目的 とする語句 を容易に選び出せるので,明 快で使 い易 くなってい

る0

3.語 句 の配置 は各見 出 しの項 目内におレ・て・繍 むね・名詞句・副詞

句,形 容詞句,動 詞句i例 文 の順 序で示 して ある。
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4働 詞 と前置詞や名 詞 との結 びっ きを示す連語 もで きるだ
け豊富に示 し

てある・(rは しが き」「本書 の特色 と使
い方」より)

(2)松 本 安 弘 ・松 本 ア イ リンr組 立 式英 文 ビ淋 ス レタ ー辞 典 」 全775ペ ー

ジ・北 星 轄 店 ・1985年 ・(英 文 名:TheBuildingBlockStyleHandb。
。k

ofBusinessLetterWritinginEnglish}

轄 は・ さ ま ざ まな 内容 の コ レ ポ ンで よ く使 われ る決 ま り文 句(S
et

Ph「ase)をm式 に騰 してあ るカ・ら読 者 はまず 自分で躰 語
の螺 を作

り・その文句を順次・轄 を引いてそれぞれ対応する英文に直 し
,そ れ らを

つな ぎ合わせ てゆ くと・自動的に所要の英文 レターが出来上がる仕組みにな

っている。(「 まえが き」
よ り)

第 璋 の 「樋 の決 ま り文 句 」 で 「あい うえお」順}こ23・ぺ 0ジ 程
,パ ラ グ

ラ フで文 例 を示 して い る。

(3)フ ラ ン シス ・J・ クデ ィ ラ 撮 新 ビジネ ス英 文 手 紙辞典 ,.....版 ,全

794ペ ー ジ潮 咄 版 社 ・1994年 ・(初 版1986年)(｠w・ 名=Dictionaryof

ProvenBusinessLetters
,RevisedEdition)

この辞典 のね らいは・手本 とな る上手 な手紙のデータ・バ ンクを読者 に提

供することである・ここには・ビジネスで直面する ニr}な場面 を羅 した27
8

通の手紙 が収録 されてい る・(「 まえが き」 よ り)

「帯 紙 」 で は・ そ の ま ま使 え る完全手辮 典 〔全文和 訳付 き〕謹 し換 え

倣 ・和 英索引で書 きた暎 文 が 自由 自在
,と 銘 打 っ て い る。

(4)マ ー ク.デ ニ ン・ ダ ック ・ジ ャ ク ソ ン
,ク リス ・マ テ ィ ソ 堵 長 野 格 ,

秋 山鵡 ・ 木 村 均 訳 注 「応 用 自在 の英文 ビ淋 ス レター ・ハ ン ドブ ック」

全622ペ ー ジ,研 究 社 出版 ,1988年 。(英 文 名:記 載 な し)

本 書 は コ ン ビsタ ・ソフ トrABC・ タ イ プ ・ライ ト』 に含 まれ る文 例

を もとに した もの。

糟 には約3・・の ビジネ樋 信文例 力3収め られて いる
.そ の状況 は非常}こ

多岐 にわ た ってい る・各例文 はマティソン
,デ ニ ン,ジ ャクソンの 舐 が実

際の例 を集 め・それを利賭 の便宜 拷 えて
,丹 念 に編 集 した もので あ る。
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さらに,わ れわれ 躰 人が訳例 と轍 をそテなった・(「 は しが き」 より)

(5)池 崎 美 代 鑑 修r英 文海 外 ビジ ネ ス活 用 蜥 』(活 用 自在 ・ ビジ ネ ス英 文

レ ター 書 き こな し事典)全638ペ ー ジ,躰 実 業 出版社 ・1992年 ・(英 文 名

な し)

執 筆 グ レゴ リー ・M・ イ ワ タ,日 本語 訳 岩 田利 江 。

轄 は,日 常 の ビジネ スシー ンを想定 し・その基礎 となる140の 英 文 レター

をあげ,そ れ に相 当す る和文vタ ー と見開 きで構成 しました。

それぞれの文例には,嬉 作成 時のポイ ン 解 説 とな る「レターのポイン

ト」,使 用 されて いる語 句,表 現 につレ・ての 「ワンポイ ン ト'レ ツス ン」・基

鰍 例 か ら様々 な シーンに蝦 させる 「す ぐ使 える言噸 え表現」を設けま
(「はじめ に」 よ り)した

0

(6)染 谷 泰 正 「最 新 英 文 ビジ ネ ス レター作成 マ ニュアル』全427ペ ー ジ・ 小 学

館,1989年 。(英 文名:BusinessLetterWritingManual)

轄 は海 日の業務の なかで実際 略 種 の英文 レターを書 く必要にせ まら

れているビジネスマン,エ ンジニア,囎 ・・Lの ための 「実用的 ガイ ドブ

ック」である.実 鵬 で あ るか ら,で きるだ1ナ現場 の実情 に即 し燗 題 を中

心 に とりあげた.ま た,図 解 や実例 をふんだ んに使 って・わか りやす く具体

的に解説 したつ もりである。

第4章 には50の 基本 文例 と201の 標 準パ ラグラフ を収録 した。

(「まえが き」 よ り)

轄 は洞 ・に よ るrは じめ て の英 文 ビ ジネ ス レ ター 』(ア ル ク・1990

年)と 同様,手 紙 の レイ ア ウ トの解 説 の面 で優 れ てい る。

(7)マ イ ケル ・T・ ホル ト..ビ ジ レ ター 実 例 集 』(尉 大 ・1ペ ー ジ1例)

ジ ャパ ン タイ ム ズ,1988年 。(英 文 名:BUSILETTER)

(8)田.w・ ポ ウrマ 知 ウ ヒルw｠｠文 ビ ジ ネ ス レ ター 』 ジ ャパ ン タ イ

ム ズ,1988年.(英 文 名:TheMcGraw-HillHandb・ ・kofBusinessLet-

ters)

148国 際経営論集No・101996



8今 後 の 方 向

期 英 語・鶏 英語 専門英語・専門家英 語詩 獺 語 あるいは商業..｠ ..

とい っ て も泌 ず し もそ れ ぞ れ に明確 な位置付 けが あ り
,分 野 が設 定 され て

い る訳 で はな い。

実 用嬬 について言 え ば・ 躰 実 用英 語学 会(JapanAss。ciati。nf。r

P「acticalEnglish)は ・ 「役 に立 つ 英語 」を理 論 と実 踊 か ら研究 す る ことを

目的 として いる・また識 前 か らの伝統 があ る日輔 業英語学会(Th
eJapan

BusinessEnglishAss・ciati・n)で は
・ 「商 業 英 語 学 」 お よび関 連 科学 の研究

を 目的 として掲 げてい る。

日本商業..｠..学 会 はs研 究 対 象 と して単1こBusinessEn
glishを 掲 げ るの は

適 当 で な く・lnternati・nalBusinessC・mmunicati。
n(国 際 ビ ジネ ス.コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョン)と す べ きで あ る と して
,学 会 と して の 改称 講 櫨 ん で あ

る。

この点 では・ 国際 ビジネス とコ ミュニ ケ0シ
ョ ンの両 側 面 を統 合 した 学 際

的 研 究 であ るべ きとして漢 語 除 りウエ イ トを置 くことを嫌 う傾 向が _部

に看取 され る。

α)研 究 対 象 領 域

筆 者 は・ESP(Englishf・rSpecificPurp・ses一 特 殊 な 目的 の た め の英

語)の 立 場 で渓 膜 語(PracticalEnglish)全 般 を研 究 す る もの で あ る
。

駐 て ・ESPの 中心 的 な存 在 と してBusinessEnglishを 髄 的 に評 価 して い

る一人 で あ る。

瞭 商業英語学会関職 部が・1993年1月 に離 したパネル ・ディスカッ
シ ョンで も・パ ネ リス トの状 として

s次 の よ うに発 言 して い る。
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も うひ とつ私 が 当学 会 で発 表 し ま した の は・ESP(Englishf・rSpecificPu「'

P。ses)の 隔 で す.こ れ は醗 嬬 学 自体 がESPと して認 識 され て い る・研 究

さ れ て い る とい う度 合 い が 少 ない の で}まな いか ・ESPの 発 展 した 分 野 と して の貿

易英 語 が あ り,そ の他 さ ま ざ ま な実紛 野 の 英語 が あ る・私 は そ うい う立 場 に立

って お りま して,そ うい う もの を どん どん広 げて レ・くとい う こ との 働 性洞 時

に そ うい う専 門..・..が 逆 に コ ミュニ ケ ー シ ョンの た め の 有 効 な手 段 と して 跳 ね

返 っ て くる と考 えて お り ます 。

この点は,当 初 躰 商業嬬 学会(・99・ 年一 注9参 照)で 発表時のレジメ

(下記)か らも明 らかである。

ESPと しての商 業英語(BusinessEnglish)

(1)ESP(Englishf。rSpecificPurp・ses-一 物殊 媚 的のた めの..・)の 一分

野 として商 業英 語 を位置付 ける考 え方は,あ ま り議論 されていない。

(2>そ の原 因は,ビ ジネス は対 鮒 野 として働 て大 きく・搬 嬬(Gene「al

English)と 広 い共通基盤 を持 つ こ とにある。

(3)現 実 には,対 象徽 の大部 分 は貿 易..｠..で あ り・ これ に金,i.,y/｠r語証 嫉

語,保 険英語 な どが付加 されて い るということであろう。

(4)そ の場合,そ れぞれの徽 に見合 った専 門驕 の語彙調 駒 濠 現例 など

の調査,研 究が な されるべ きであ るが,そ れ程推進 されていない。

筆 都,一 方 で 金融(BankingandFinance)を 専 門 と して お り・ 「金 融 の

ESP」 の有 用性 に着 目 して研 究 を進 めて い る。11)

従 っ て,「 商 業rr・r｠をESPの0分 野 として研 究 す る」(中 邑光 男氏)と まで

明 確 にい う と,事 態 が紛 糾 す るの で は な いか と思われ る。

鞘 の発言 は,rESPの 一 分 野 と して 商 業..｠..を 位 置 付 け る考 え方 」の 可否

を もっ 麟 論 し,煮 詰 めて は ど うか とい う提 案 に止 ってい るのであ り訣 し

てESPを 正 とし,almightyな 道 具 として捉 え・ 推 奨 す る とい うこ とで はな

く}ま た そ こ まで 研 究 を深 め て い る訳 で はない。

BusinessEnglishをESPの 一 分 野 と して 位 置 付 け る こ とは可能 で あ ろう
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が ・Inte「nati・nalBusinessC・mmunicati・nと な る と話 は 違
っ て く る.lnter-

nationalBusinessは 漢 語 で は 包 括 で き な い し
,C・mmunicati。n膜 語 以

外 の 要 素 が 多 い 。

ESPの 世 界 で 有 名 なThetree・fELT(EnglishL
anguageTeaching)Z)

で は ・EFL(EnglishasaF・reignLangua
ge)と い う幹 の2本 の 太 枝 と し

てGE(GeneralEnglish)とESP(Englishf・rS
pecificPurp。ses)を 位 置

付 け て い る。

そ して ・ESPの 枝 分 れ と し て
・EST(Englishf。rScienceandTechn。1 、

ogy),EBE(EnglishforBusinessandEcon
omics},ESS(EnglishforSocial

Science)の 三 っ を 見 て い る
。

そ の 先 は ・EAP(Englishf・rAcademicPurp・se
s)とE・P(Englishf。r

Occupati・nalPurp・ses)が
・ ど の枝 か ら とい う 区 別 な し に4、枝 と な っ て し、

る。 さ ら に そ の 先 は枝 葉 に な る
。

鞘 の 儲 とす るEnglishf・rBankingandFinance(鍬 英 語)1ま
,さ

しず め そ の 枝 葉 の 一 つ に な る の だ ろ う
.た だ し,こ れ ら の 全 て ,す な わ ち こ

の 樹 が ・LearningとC・mmunicati・nと い う土 壌 に深 く根 を 下 し
て し、る こ と

を 忘 れ て は な ら な い 。

秋 山 武 清 教 授 は・ 「商 業 英 語 はESPの...._..分 野 と して 研 究 す べ きで あ る と
し、

う見 解(橋 本 ・1993)も あ る が 滴 業 英 語 学 の 蜴 か ら は 異 論 もあ る13J)
と述

べ て お られ る が,こ れ に は や や 誤 解 が あ り そ う で あ る
。

ESP研 究 の 提 唱 者 の 一 人 と して
・ こ の 名 誉 あ る誤 解 は 礫 く受 瑠 め な け

れ ば な ら な い か も知 れ な い
・ し か し・ 「商 業 英 語 をESPの 一 分 野 と して 研 究

す る と い う切 り・ は最 近 注 目 を 浴 び て い る(中 邑 光 男 氏)」 こ との 踏
は 洞

氏 や 躰 に お け る 最 初 の 唱 導 者 で あ る平 田 重 行 教14}嘱 す べ き も の
で あ る.

② 今後の研究に向けて

鞘 は・躰 商業英語学会に加 て,「商業英語における腰.用 例集の必

戦後 における実用英語辞典の発展i51



15)

要性」 と題 して,今 後の研究に向けて自らの所信を明 らかにしている・以下

にそれを再録する。

最近,当 学会 において も語 彙研究 薄 門英語研究薩 んにな りつつあるの

は汰 いに縮 なことである.個 別 的な語法研 究 において も・当然全体的な言語

像の把握の上に立った研究であるべ きであろう・論者は・これまで2・3の 轄

作 りに係 わ った経験 か ら,諜 嬬 にお ける用語 ・用例 集 の必要性 を感 じてお

り,ま た それが商業英語 学 の基盤 をなすもの と考 えている。

(1)『 経済英語英和活 用辞典 』 について

国際 ビジネス ・コミュニケーシ ョンの立場で考 え塒 に滴 業嬬 において

は,一 般英語 とは別 の言葉 の語 義や数多 くの基本的表現がある。

小著r繍 嬬 英 和 活 用辞 典 』(日 本 経 済 新 聞 社 ・199・)は ・ 貼 し語 数

5,3。。,用 例23,… で あるが,用 語 の臓 も用例 備 殊化'専 門化 してお り・ とて

も一般英語 で対応出来 るようなものではない。

② 用語 ・用例集の最近の傾向

専門用語の語彙 蝶 めた用語集については・ これまで少なか らぬ実績がある

が,基 本的用例 を集約 した用例勲 つ し・ては・ まとめ られた ものはあまりなし」・

髄,..を 轍 産業 としてい るQか らコ リ ンズ ・コ ウ ビル ド..・..辞典

(、987,コ ンピュー タ・デー タベ ー編 集)を 始 め・L・ngmanLanguageActivate「

(1993),BusinessEnglish関 係 で は ・xf・rdBasicEnglishUsage(1984・

1992),OxfordDictionaryofBusinessEnglishforLearnersofEnglish

(、993),。 ングマ ン ・ビジネ 膜 語 実例 用法辞典(・992)と 続 々出版 され て い

るゆ

日本 で も,長 野格,中 邑光 男購 はコー・マスの蓄積 をされているようで ある

が,是 非語彙 レベル だけで な く用例 レベルまで拡大 されることを望みたい・

筆者 は,現 在 三人 の共同篠(和 訳協力者7名)に よ り・ 『..・ビジネス・vタ

ー文例辞 典』 を手掛 けてい る。英作文1鉢 来 パ ラグラフ ・レベルで考 え られるべ

きであるが,そ れで は囎 に醸 が ある.そ こで読 者 の 躰 語 の作文能力 に信

頼 して,用 例約 ・万4千(既 往 同囎 の3倍 弓蛋)を 集め・機能別'状 況別 に纐

して,和 訳表現 をインデ ックスに 旧 本語でアクセス・嬬 で表現」す るための

辞書作 りを行っている。
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(3)日 本人 向 けの専 門用語集 につ いて

専 門用語 については・・ングマン・ビジネ瑛 語;:(囎 囎 は1万3千 余)

は詮 体 を議 別 に会計 学遣 伝 ・広告濃 業
,銀 行滴 業 滴 品取引,コ ンビ

　 タ・ 繍 学・財務 産 業・労使関係・保険 法律 ,経 営,財 政,品 質管 理,

株式・税務 騰 旅行業 な ど・26分 野 に分類 してい る
.(こ の点 で は,わ 鏑 業

英語 学会 も,そ の対象 を明確 にす る必 要が あろう
。)

ロングマ ン辞典 は・約2・… 語 のrestrictedv・cabularyで 解説 してい る点 で
,わ

れわ緋r｠・｠w国 民(n・n-nativeEnglishusers)に も役立 つ
.漣 のElsevier,S

Dictionaryは ・対訳用諜 で終 わ って いる
.躰 人 に本 当に必 要なの1ま,専 門分

野 で も基本 語 と関連形容詞 ・前置詞・対応する動言司の使い方 までを含んだ専門用

語集である。

筆者 は・この方面ではr英 和 鍬 用語噸 』(本 来的 にはgl。s
sary一 用諜,た

だ し・部 文例 を含 む)の 纏 を働 てい る
.平 田教授 の外 国糖 の英語 の糠

も進 捗 している燗 く・本学会の韻 諸氏が
,そ れぞれ 自分 の得意分野 で この よ

うな作業 を始められるよう鵬 したい
.何 故 な らば,そ の よ うな努力 が,空 理空

論 で な噴 の学的前進・ひいては学会発展 ウこつながるものと鞘 は信ずるから
で

ある。

上記論文撒 時点(1993年1・ 月)以 降
,r英 和鍬 用語辞典』(繕 の部編)

(1995年4月)・r英 文 ビジネスレター文例大辞典』(編 集主幹)(1995年1。 月)

を順次完成,刊 行することがで きた
。

お わ り に

一人 のユーザー として始 まった鞘 の実用英語 との付合
いは,半 世紀 に近

付 こうとしている・この間・轄 の制儲 側に回って
,r繍 英談 和活用辞

典』『英和金融用語辞典』r英 文 ビジネス レター文例大辞則 の3部 作 を世 に

送 り出すことができた・ もちろん,こ れは関儲 凋 辺の皆様 と瀦 の方々

の支援があってのことである。

当然のことなが ら・英語の繕 作 りには
,淀 の 「嬬 加 がいる.こ れ
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には時間をかけた蓄積(材 料収集 を含めて)が 不可欠である・そして・紹

作 りな りの 「スピー ドと判断力」も求 められるし・長期間の課題 をこなす 「ね

ば り」 も必要であろう.出 版 に漕 ぎ鰯 ナる 「チャンス」 も生かせるものでな

ければならない。

先達によれば,辞 書作 りという仕事}ま,「胃の一つや二つを取 られて もおか

しくない」大変神経を使 う仕事 といわれ る。筆者が携ったのは,学 術的 とい

うよりは実用的な辞典であり,そ の負担 の度合1ま・やや軽かった ろう・ また・

実務 の世界で,全 体 を見なが ら数多 くの個別的決定を下す という仕事 に長 く

従事 してきた ことも,今 日の辞書作 りには役立っていると思われる。

ただ,大 して懸 を害することもな く,し か も上ヒ較的に若 さを維持 しなが

ら,轄 作 りに注力で きた ことはs人 と}まやや違っている面があることを認

めなければなるまい。 もし,そ れが家人 に指摘 されるような0種 の図図しさ

ないしは無神経さに一因があるとすれば,大 いに反省 しなければならないし・

内心伍泥たる思いである。

筆者 は,一 方では金融を専門 としてお り,大 学では銀行論 外国鰭 論

商業英語,国 際 コミュニケーション,外 国書講読 演習を担当している・ こ

れ らの教育 ・研究は仕事の基本であるが,世 に送 り出した3冊 の辞書のメン

テナンスも今後の一仕事であろう。

時代 は 「の りとハサ ミ」の手造 りの辞書作 りか ら,ス キャナー読み取 り ・

コンピュータ編集へ と変わ り,仕 事 も大分や り易 くなっている。筆者は更 に

可能であれば,ESP(Englishf・rSpecificPurp・ses)を 背景 とした 『分野

別専門用語瀬 』(英 和 ・和英)と,積 み残 しとなっているr金 繊 語辞典』

(単なる用語集の域 を脱 した)の 実現に,今 後取 り組みたいと念願 している。

文例辞典の方では,Director'sLetters(役 員書簡)が 課題である。

まことに,「 辞書屋人生」の夢 は果てしないのである。

最後 になったが,外 語 の大先輩である岩崎民平,津 村和夫,小 川芳男の3

先生に感謝 しなければな らない。岩崎先生はa界 の泰斗であり・手許
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用のボケッ 暎 和辞典でお世話 にな り
,小 著r繍 嬬 英和活用辞典』の作

成に当っては・先生編の研究社r英 和中瀬 』 を語義のべ一ス として利用 さ

せて頂いた。

津村先生 は戦後台北舗 を引き揚 げられ,小 生勤務先で英語関係の嘱託を

してお られ,外 国部 で陰に陽にご指導 を頂いた
。長年ラジオ英会話 を手掛 け

られ膜 語教育の大家・小川先生 には銀行磁 中以降 も何か とこ鱒 頂 磯

会に恵 まれた・先生は大 きな鞄の底にf可時 も中辞典 を忍ばせておられた
。

先生の教 えに従 って・私 もrビ ジネスコンサイス英和辞典』(三 省堂)を 常

時携行 している・実用辞典3部 作 を刊丁7することによって
,跣 生他の数多

くの先生方の学恩 に少 しで も報 いることができた とすれば誠 に幸せである
。
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